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一

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
加
賀
藩
の
初
期
領
国
貨
幣
の
中
で
、
領
国
市
場
を
対
象
と
し
た
領
国
銀
政
策
と
そ
の
背
景
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
考
察
の
課
題
は
、
一
、
天
正
九
年
前
田
氏
の
能
登
入
国
以
降
、
領
国
貨
幣
制
度
の
変
化
を
在
地
史
料
を
用
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
し
、
ま
た
同
時
に
当

時
の
貨
幣
流
通
構
造
を
考
え
る
、
二
、
領
国
貨
幣
政
策
と
在
地
経
済
と
の
関
係
、
つ
ま
り
領
扇
貨
幣
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
三
、
寛
文
九
年
の
丁

銀
へ
の
切
替
え
に
至
る
状
況
を
検
討
す
る
、
以
上
三
点
で
あ
る
。

　
第
一
の
課
題
は
、
是
迄
加
賀
藩
領
国
貨
幣
研
究
が
在
地
史
料
の
未
発
掘
と
い
う
段
階
で
、
主
に
藩
側
史
料
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
状
況
を
克
服
し
、

貨
幣
制
度
の
実
体
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
も
関
連
し
て
第
二
の
課
題
は
、
加
賀
藩
の
み
な
ら
ず
、
領
国
貨
幣
研
究
が
全
体
的
に
在

地
経
済
と
の
関
連
を
十
分
に
は
考
察
し
え
て
い
な
い
と
い
う
点
を
踏
え
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
点
は
、
従
来
幕
府
権
限
の
貫
徹
と
し
て
簡
明
に
解
釈
さ

れ
て
い
る
丁
銀
へ
の
切
替
え
に
つ
い
て
、
領
国
市
場
の
諸
変
化
を
考
察
し
て
そ
の
経
緯
を
再
検
討
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
加
賀
藩
の
領
国
銀
政
策
は
元
和
中
期
以
降
に
展
開
を
み
せ
、
種
印
銀
の
発
行
に
続
き
、
今
極
印
銀
、
新
極
印
銀
が
発
行
さ
れ
、
寛
永
一
五
年
の
朱
門
銀

に
よ
る
一
元
的
流
通
令
に
よ
っ
て
そ
の
確
立
を
み
た
。
寛
永
一
五
年
蓮
、
領
国
銀
は
低
品
位
化
さ
れ
、
そ
れ
は
藩
が
低
品
位
の
取
込
銀
に
翠
微
さ
れ
る
一

般
貨
幣
流
通
を
包
摂
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
っ
た
（
1
）
。
こ
の
一
般
貨
幣
流
通
は
、
領
内
の
商
業
活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
塩
業
等

に
お
け
る
分
業
関
係
は
、
貨
幣
流
通
に
媒
介
さ
れ
て
成
立
レ
て
い
た
。
従
っ
て
、
塩
専
売
制
を
は
じ
め
藩
が
寛
永
中
期
に
経
済
諸
政
策
を
推
進
す
る
に
当

っ
て
は
、
貨
幣
政
策
を
一
つ
の
軸
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
E
）
。
藩
は
経
済
諸
政
策
実
施
後
、
朱
符
銀
と
い
う
高
品
位
貨
幣
を
一
元
的
に
流
通

さ
せ
た
。
高
品
位
化
の
要
因
は
、
封
鎖
的
な
領
国
市
場
形
成
の
意
図
に
あ
り
、
幕
府
貨
幣
を
領
内
に
お
い
て
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

丁
銀
体
制
へ
の
移
行
は
、
領
国
銀
政
策
の
確
立
過
程
が
、
一
般
貨
幣
流
通
に
対
応
し
て
い
た
よ
う
に
、
領
内
状
況
の
諸
変
化
を
通
じ
て
そ
の
基
盤
が
造
成

さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
府
権
限
貫
徹
の
伏
線
と
し
て
考
慮
さ
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
（
皿
）
。
　
　
史
林
六
七
巻
五
号
　
一
九
八
四
年
九
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
②
　
　
　
　
③

　
従
来
の
領
国
貨
幣
研
究
と
し
て
は
、
秋
田
藩
、
津
軽
藩
、
米
沢
藩
等
に
お
け
る
蓄
積
が
あ
り
、
ま
た
、
榎
本
宗
次
氏
は
『
近
世
領
国
貨
幣
序

説
』
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
各
々
の
漏
壷
を
述
べ
れ
ば
、
秋
田
藩
で
は
藩
財
政
形
成
の
面
、
津
軽
藩
で
は
在
地
経
済
構
造
と
の
関
連
、
米
沢
藩
で

は
制
度
史
に
、
ま
た
、
榎
本
氏
は
全
国
貨
幣
流
通
と
の
関
連
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
領
国
貨
幣
制
度
に
お
け
る
藩
側
の
意
図
は
明
ら
か
に
な
っ
た
部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
在
地
経
済
と
の
関

連
に
つ
い
て
は
ま
だ
論
究
が
少
な
い
。
津
軽
藩
や
榎
本
氏
の
場
合
は
そ
れ
を
課
題
と
し
つ
つ
も
十
分
に
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
領
国
貨
幣

の
歴
史
的
検
討
は
、
藩
側
の
意
図
が
在
地
経
済
に
対
し
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
た
か
を
み
る
こ
と
な
し
に
は
行
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

初
期
に
お
け
る
経
済
構
造
と
貨
…
幣
の
関
係
は
、
脇
照
影
氏
が
石
高
制
成
立
を
主
軸
に
し
た
見
解
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
朝
尾
直
弘
氏
は
畿
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

幕
領
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
領
国
貨
幣
に
つ
い
て
も
、
そ
の
観
点
で
の
追
求
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
船
側
の
史
料
に
比
べ
て
近

世
初
期
在
地
史
料
の
寡
少
さ
が
、
追
求
を
展
開
し
え
な
い
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
領
国
貨
幣
研
究
の
こ
の
よ
う
な
実
情
と
は
別
に
、
今
迄
の
研
究
成
果
が
領
国
貨
幣
に
関
し
て
既
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
は
、
藩
側
の
意
図
が
一
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
研
究
段
階
に
照
応
し
て
、
在
地
経
済
に
お
け

る
貨
幣
流
通
を
論
ず
る
以
前
に
、
藩
に
よ
る
貨
幣
流
通
の
創
出
と
い
う
役
割
が
重
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
点
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
領
国
貨
幣
か

ら
幕
府
貨
幣
へ
の
切
替
え
が
、
幕
府
権
力
に
よ
る
藩
権
力
の
強
圧
的
な
取
込
み
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
確
か
に
、
一
七
世
紀
半

ば
の
上
方
市
場
の
充
実
に
伴
っ
て
幕
府
貨
幣
体
系
が
確
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
に
至
る
各
地
域
で
の
具
体
的
経
過
は

究
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
問
題
点
は
互
い
に
関
連
し
あ
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
藩
権
力
が
一
方
的
に
領
内
に
対
し

て
行
っ
た
貨
幣
政
策
の
中
断
は
、
当
然
、
幕
府
権
力
と
藩
権
力
と
の
対
抗
と
い
う
見
方
で
し
か
問
題
化
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
は
、
加
賀
藩
の
領
国
貨
幣
に
つ
い
て
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
近
世
初
期
在
地
史
料
を
利
用
し
て
考
察
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。
考
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察
の
課
題
は
三
点
で
、
一
、
領
国
貨
幣
制
度
の
変
化
を
在
地
史
料
を
用
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
し
、
ま
た
同
時
に
当
時
の
貨
幣
流
通
構
造
を
考

え
る
、
二
、
領
国
貨
幣
政
策
と
在
地
経
済
と
の
関
係
、
つ
ま
り
領
国
貨
幣
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
三
、
従
来
幕
府
権
限
の
貫
徹
と
し
て

簡
明
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
、
寛
文
末
期
の
丁
銀
へ
の
切
替
え
に
つ
い
て
、
藩
の
貨
幣
政
策
と
在
地
経
済
と
の
関
係
推
移
に
着
目
し
て
、
そ
の
内

容
を
検
討
し
て
み
る
、
以
上
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
⑧

　
加
賀
藩
領
国
貨
幣
の
研
究
で
は
、
森
田
霊
園
に
よ
る
古
典
的
な
『
加
藩
貨
幣
録
』
が
あ
り
、
近
年
で
は
、
榎
本
宗
次
氏
、
川
上
雅
氏
に
よ
っ

て
蓄
積
を
み
て
い
る
。
榎
本
氏
は
全
国
的
な
視
点
か
ら
、
加
賀
藩
の
貨
幣
政
策
・
貨
幣
流
通
状
況
を
相
対
的
に
位
置
付
け
て
い
る
。
一
方
、
川

上
氏
の
場
合
、
近
世
初
頭
の
経
済
溝
造
を
設
定
し
た
上
で
、
領
国
貨
幣
を
取
扱
わ
れ
て
い
る
点
で
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
川
上
氏
は
そ
の
経

済
構
造
を
極
め
て
自
給
自
足
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
貨
幣
流
通
構
造
の
中
世
か
ら
の
継
承
、
再
編
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
捨
象
し
て
お

り
、
ま
た
、
領
国
貨
幣
成
立
過
程
そ
の
も
の
も
、
在
地
貨
幣
流
通
と
の
関
わ
り
で
は
把
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
弱
さ
は
全
国
的
研
究
同
様
、

研
究
当
時
在
地
史
料
の
紹
介
が
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
段
階
で
、
川
上
氏
が
主
に
西
側
史
料
に
よ
っ
て
考
察
を
行
っ
た
こ
と
に
も
由
来
す
る
。

　
本
稿
は
、
加
賀
藩
初
期
に
お
け
る
貨
幣
研
究
の
限
界
と
先
き
の
領
国
貨
幣
研
究
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
、
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
。

　
①
　
由
口
啓
一
一
「
秋
田
藩
成
立
期
の
藩
財
政
」
（
社
会
経
済
史
学
二
四
－
二
　
所
収
）
。
　
　
　
　
…
章
第
一
節
。

　
②
渡
辺
起
算
『
幕
藩
鋼
確
立
期
の
商
贔
流
通
』
第
五
章
お
よ
び
榎
本
宗
次
「
津
軽
　
　
⑤
『
近
世
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
』
（
お
茶
の
水
轡
房
）
第
副
章
。

　
　
藩
の
領
国
貨
幣
」
（
『
近
世
領
國
貨
幣
研
究
序
説
』
東
洋
書
院
所
収
）
。
　
　
　

⑥
石
川
県
図
書
館
協
会
刊
。

　
③
『
藩
制
成
立
史
の
綜
合
研
究
米
沢
藩
瞼
（
吉
川
弘
文
館
）
第
五
章
、
　
　
　
⑦
「
鯛
賀
藩
の
領
国
貨
幣
」
（
前
掲
書
所
収
）
。

　
④
『
近
幾
封
建
欄
成
立
史
論
織
豊
政
権
の
分
析
H
』
（
爽
京
大
溢
出
一
会
）
第
　

⑧
「
金
沢
藩
に
お
け
る
銀
貨
政
策
の
構
造
」
（
金
沢
大
学
経
済
論
集
八
所
収
）
。

1

領
国
貨
幣
の
成
立
と
展
開

加
賀
藩
の
領
国
貨
幣
を
み
て
ゆ
く
際
は
、
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
の
利
家
能
登
入
国
か
ら
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
に
領
国
貨
幣
よ
り
丁
銀

へ
の
切
替
え
が
行
わ
れ
る
迄
の
時
期
が
一
応
考
察
の
対
象
と
な
る
。
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今極印（1）

判金（1｝

小判〔1）

今極印（1）今墨封ω　極印歩入（1）

歩入（1｝墨St（1）今封（1）封あき（1）

今極目符ω　丁銀｛1）

今極印（1｝朱封｛1）輔導（1）取込（1｝

今極印｛2）朱封（2｝次封｛2｝取込（1｝

今極印〔3｝朱封（3｝次封｛3）取込｛8｝

　　　　朱封｛2）次封（4）取込②

今極印｛1｝朱引（4）三三（6｝取込｛2｝

　　　　朱封｛7｝次’S（5）取込｛3）

今極印｛2｝朱封（6｝次封｛5）取込〔2｝

新極印②　朱封｛7｝次封㈲

　　　　朱封（7｝　　次封｛2｝

　　　　朱封｛2）次封（2）取込（1｝
今極印〔1｝

新極印（1）朱封（6）次封（4）取込｛1｝
新極印（1｝朱封（3）次封（3）丁銀（1）

新極印〔1｝朱封（2）　　　　今吹（1｝

　　　　朱封（3）　　　　　　　　　丁銀（1）

　　　　朱封㈲　次封ω

　　　　朱三口）次封｛1）

　　　　朱封（4｝

極印西入（1｝

無符（1）

接目｛1）

漸取込｛4）

（註）規定形態の詑入に当っては，ほぼ史料記載の用字に従った。従って，例えば朱符銀は「朱

　封」と記入してある。なお，銭については規定された形態をみなかった。

　
さ
て
、
表
1
は
天
正
九
年
か
ら
寛
永
二
〇
（
一
六
四
三
）
年
迄
、
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

内
で
の
使
用
貨
幣
状
況
の
概
要
を
総
括
的
に
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
貨
幣
統
制
と
い
う
見
地
で
は
、
貨
幣
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を

と
っ
て
い
た
か
、
換
言
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
か
が

注
目
す
べ
き
点
と
な
る
の
で
、
表
1
は
そ
の
点
を
重
視
し
て
作
成
し

た
。
　
本
論
中
で
述
べ
る
よ
う
に
、
寛
永
一
五
年
に
領
国
銀
　
（
朱
符

銀
）
一
元
使
用
令
が
出
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
政
策
実
現
程
度
は
評
価

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
表
の
下
限
年
を
寛
永
二
〇
年
と
し
た
の
は
、

そ
の
頃
に
領
国
銀
の
浸
透
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
表
で
は
各
年
ご
と
に
、
金
、
銀
、
銭
の
使
用
回
数
を
左
側
に
記
し
、

使
用
貨
幣
に
品
位
、
量
目
等
の
規
定
が
あ
る
例
数
を
ハ
イ
フ
ォ
ン
右

側
の
数
字
で
示
し
た
。
更
に
そ
の
中
で
領
国
貨
幣
が
使
用
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
回
数
を
（
）
内
に
記
し
た
。
、
金
、
銀
で
規
定

の
あ
る
も
の
の
具
体
的
形
態
、
及
び
そ
の
使
用
件
数
は
表
構
の
規
定

金
・
銀
形
態
の
項
で
明
示
し
て
お
い
た
。
例
え
ば
、
元
和
元
（
一
六

一
五
）
年
越
中
射
水
郡
氷
見
の
慶
長
一
九
（
一
六
一
四
）
年
分
宇
波
村
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

役
銀
四
三
匁
懸
一
枚
の
利
常
請
取
状
は
、
元
和
元
年
の
銀
使
用
四
例

中
の
～
例
で
あ
る
。
ま
た
量
目
規
定
が
あ
り
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
右
側
の

一
は
こ
の
史
料
に
よ
る
例
数
で
あ
る
。
具
体
的
形
態
「
四
三
匁
懸
」
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　　　　　　　　　　表王　藩制初期，使用貨幣・統制貨幣の婁例数と形態

年代i金 銀國墾形憲1 規　　定　　銀　　形　　態

天正gl

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

文禄元

　　2

　　3

　　4
慶長元
　　ii　ll

　　31

　　5
　　6

　　7

　　8
　　91
　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　ユ7

　　18

　　19

元和元

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6
　　71
　　8i

0
0
0
0
0
1
0
0
0
0

二
＝
＝
＝
＝

3
6
6
7
9
9
3
9
2
6

　
　
　
　
　
1
1

1
　
　1

一
　
一

9
臼
　
9
一

1
一
1

1一　O

0
0
0

「
一
一

1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
－

0
0
0
0
0
1
1
2
2
1
1
0
2
1
0
1
1
0
2
1
2
1
3
4

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
一

1
1
1
2
4
4
4
4
2
1
2
1
②
1
3
4
4
1
2
2
3
5
3
1
1

　
　
1
1
3
8
1
2
2
2

G
O
1
1
3
0
8
工
2
2
1
2

＝
＝
＝
＝
＝
＝

1
1
2
4
4
3
8
1
2
3
1
6

0
1
0
0
0
G
O
O
1
0

＝
一
＝
＝
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

1
6
6
1
1
1
2
2
4
5

4
5
6
7
8
9
0
ユ
2
3
4
5
6
7
8
9
孟
2
3
4
5
6
7
8
9

1
3
2
1
2
2
　

2

1
9
臼
－

2

1

4
1

2

9
H
－

御印金（1）

判金〔1）

京判（1｝

京染lj（1）

今判（1｝

今判ω

今判（3｝

今判（8｝

今判（1）

今判｛2｝

今判（2｝

判金（1｝

今判2｝

判金（1｝

小判（1）

吹抜〔1｝

佐渡吹（1）

44匁懸〔1｝丁銀京目44匁懸〔1）

44匁懸1〔1）　丁銀44匁懸（i）

44匁懸（1）

44匁懸（1｝

44匁懸②

京目（1）

43匁懸1）

44匁符懸（1｝

用介・主計符43匁懸に）京目｛1｝

符付ω

符付｛1）極印歩入（1｝

京目｛1）

極印（1）二二〔1｝極印二二（1）

歩入（1）墨封②　極印歩入（1｝
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ｩ
％
m
繊
－
6
鵬
　
は
右
項
に
記
載
し
た
．

榊
陣
。
－
蛉
η
覗
簿
礪
調
舜
雛
鷲
蝿
捕
ゲ
議
犠
旧
俗
翻
碁
器

勲
薫
　
離
㈱
響
鰹
幣
澱
灘
灘
獅
辮
購
酬
獅
轍

は
、
ま
た
流
通
貨
幣
を
も
反
映
す
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
一
般
的
使
用
を
示
す
史
料
が
少
な
い
と
い
う
限
界
は
こ
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
表
よ
り
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
領
国
貨
幣
と
し
て
出
現
す
る
の
は
、
金
の
場
合
は
慶
長
八
年
に
み
え
る
今
判
金
で
あ
り
、
銀
で
は

元
和
六
年
の
極
印
銀
で
あ
る
。
領
国
貨
幣
が
流
通
す
る
以
前
の
金
銀
貨
幣
は
、
金
で
は
判
金
、
煎
飯
等
、
銀
に
お
い
て
は
吹
抜
、
四
四
匁
懸
、

京
鼠
等
多
様
な
も
の
が
流
通
し
て
い
た
。
ま
た
領
国
貨
幣
出
現
以
降
も
、
他
種
の
貨
幣
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
と
れ
る
。

　
金
と
銀
と
の
貨
幣
流
通
に
つ
い
て
、
領
内
に
限
っ
て
言
え
ば
、
天
正
・
文
禄
期
に
は
金
貨
幣
の
使
用
例
が
多
く
、
慶
長
期
が
境
と
な
っ
て
銀

貨
幣
が
流
通
貨
幣
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
前
田
氏
入
国
以
前
、
加
賀
、
能
登
か
ら
石
山
本
願
寺
に
対
す
る
年
貢
、
志
納
等
は
、
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

金
か
銭
で
納
め
ら
れ
て
お
り
、
表
記
以
前
の
時
期
に
お
い
て
も
金
使
用
傾
向
が
強
か
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
金
か
ら
銀
使
用
へ
移
行

す
る
の
を
慶
長
期
と
み
る
こ
と
は
、
法
令
の
上
か
ら
も
是
認
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
（
後
述
、
慶
長
九
年
の
法
令
）
。
な
お
、
元
和
・
寛
永
期
に
お

い
て
も
金
の
使
用
例
を
み
る
が
、
領
内
に
お
け
る
一
般
的
な
流
通
貨
幣
は
既
に
銀
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
は
後

述
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
主
に
領
国
経
済
と
の
関
連
で
領
国
貨
幣
を
み
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
で
、
銀
貨
幣
の
展
開
に
注
目
す
る
こ
と
に
な
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る
が
、
先
立
っ
て
、
金
貨
幣
の
時
期
的
推
移
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
表
1
中
、
天
正
期
の
金
使
用
例
の
多
さ
は
、
奥
能
登
の
各
村
か
ら
年
貢
代
金
が
納
入
さ
れ
た
事
例
の
多
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
金
使
用
は
、
例
え
ば
漁
舟
俵
の
代
金
と
し
て
金
三
分
を
支
払
う
と
い
う
よ
う
に
、
小
額
で
も
金
を
使
用
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
金
の
使
用
例
が
奥
能
登
以
外
の
地
域
で
も
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
史
料
を
欠
く
た
め
わ
か
ら
な
い
。
倶
し
奥
能
登
で
は
天
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

末
期
に
年
貢
米
代
金
納
入
が
殆
ん
ど
消
滅
し
、
小
額
貨
幣
と
し
て
の
金
使
用
も
ま
た
み
ら
れ
な
く
な
る
。

　
さ
て
、
慶
長
期
の
金
貨
幣
使
用
例
は
代
官
等
か
ら
の
年
貢
・
諸
役
納
入
事
例
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
事
例
を
次
に
示
し
て
お

く
。　

　
　
一
、
飛
騨
白
川
へ
入
米
付
、
金
沢
に
在
之
、
弥
商
売
之
者
を
か
た
ら
い
可
申
付
旨
尤
に
候
。
相
応
［
口
上
当
て
、
則
米
に
て
請
取
金
一
枚
に
銀
一
枚
相

　
　
　
副
、
当
座
一
に
可
上
候
事
。

　
　
　
一
、
金
子
は
可
為
京
制
候
。
金
銀
其
月
の
未
進
有
之
ぱ
、
蔵
よ
り
米
請
取
事
無
用
之
事
。

　
　
　
一
、
白
川
入
米
費
し
ほ
・
あ
い
物
を
も
、
長
田
屋
と
半
分
く
に
可
仕
候
。
米
請
取
候
と
も
半
分
一
に
仕
、
金
銀
を
も
其
分
に
可
也
早
事
。

　
　
　
　
（
【
五
九
五
）

　
　
　
　
文
禄
四
　
卯
月
廿
一
日
　
ち
く
ぜ
ん
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
小
林
弥
六
左
衛
門

　
史
料
よ
り
、
長
田
凹
型
の
商
人
と
越
中
の
代
官
小
林
弥
六
左
衛
門
が
協
同
し
て
、
蔵
米
等
を
山
間
地
白
川
で
売
却
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

こ
の
時
領
主
へ
の
納
入
金
は
京
制
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
慶
長
八
年
に
今
判
金
の
使
用
が
初
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
越
中
五
箇
山
蔵
米
代
金
と
し
て
今
判
金
二
二
枚
が
納
入
さ
れ
た
事
例
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
五
箇
山
蔵
米
代
金
と
し
て
の
今
判
金
納
入
は
、
慶
長
一
七
年
迄
続
け
ら
れ
た
。
　
『
大
日
本
貨
幣
録
　
第
三
巻
』
に
よ
れ
ば
、
慶
長
八
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

加
賀
藩
で
領
国
貨
幣
大
判
金
が
鋳
造
さ
れ
た
と
す
る
。
同
年
に
今
判
金
の
使
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
判
金
が
領
国
鋳
造
金
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
使
用
上
の
今
判
金
の
特
微
は
、
年
貢
、
諸
役
納
入
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
一
般
的
な
流
通
貨
幣
と
し
て
は
用
い
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ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
先
掲
文
禄
四
年
の
史
料
で
、
領
主
が
納
入
貨
幣
の
品
位
を
限
定
し
て
京
制
を
要
求
し
て
い
た
の
と
同

様
に
、
今
判
金
に
よ
る
納
入
を
求
め
て
い
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
慶
長
末
年
以
降
は
、
今
知
ら
れ
る
範
囲
内
の
史
料
か
ら
は
、
今
判
金
の
使

用
例
を
み
て
い
な
い
。

　
な
お
、
前
田
氏
は
徳
川
氏
と
並
ん
で
、
秀
吉
か
ら
貨
幣
鋳
造
の
た
め
に
後
藤
一
族
の
下
向
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
前

掲
『
大
日
本
貨
幣
録
　
第
三
巻
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
際
後
藤
用
助
が
下
さ
れ
た
目
的
は
、
　
「
封
内
宝
達
下
等
ノ
金
銀
ヲ
掘
テ
、
封
内
通
用
ノ
貨

　
　
　
　
　
　
　
⑩

幣
ヲ
製
造
セ
ン
タ
メ
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
今
判
金
の
鋳
造
に
用
脚
が
関
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
測
さ
れ
る
が
、
領
内
流
通
貨

幣
の
鋳
造
と
い
う
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
先
き
の
考
察
よ
り
判
断
し
て
、
極
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
領
内
流
通
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
寛
永
元
年
に
は
今
宮
印
金
が
鋳
造
さ
れ
た
が
、
一
例
の
使
用
を
み
る
に
過
ぎ
ず
、
一
般
流
通
性
は
乏
し
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
表
1
中
の
元

和
・
寛
永
期
に
金
貨
幣
の
使
用
例
が
引
続
い
て
み
ら
れ
る
の
は
、
各
地
の
代
官
等
が
敦
賀
、
大
津
、
大
坂
等
で
換
金
し
た
蔵
米
代
金
納
入
の
事

例
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
領
内
流
通
貨
幣
と
は
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
。

　
次
に
、
銀
貨
幣
の
展
開
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
慶
長
九
年
に
次
の
よ
う
な
法
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
定

　
　
分
国
申
諸
商
売
諸
事
、
此
已
前
如
有
来
、
ち
ゴ
見
之
銀
子
に
て
軍
令
取
沙
汰
。
自
然
は
い
ふ
き
層
相
渡
は
、
其
時
々
相
場
次
第
、
歩
を
入
請
取
渡
可
致
候
。

　
　
若
背
此
旨
輩
於
有
之
は
、
可
処
曲
言
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
利
長
）
⑪

　
　
　
慶
長
九
年
閏
八
月
七
日
　
　
　
　
判

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
売
買
の
際
に
一
定
の
基
準
を
も
っ
た
ち
ぢ
み
銀
を
使
用
す
る
か
、
も
し
く
は
灰
吹
銀
を
使
用
す
る
際
に
は
品
位
吟
味
の
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

馬
入
（
品
位
が
劣
る
た
め
増
量
す
る
こ
と
）
で
取
引
き
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
貨
幣
使
用
上
の
不
安
定
性
を
取
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

商
売
上
の
利
便
を
は
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
1
に
よ
れ
ば
慶
長
期
以
降
銀
貨
幣
使
用
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
法
令
も
そ
の
よ
う
な

状
況
を
反
映
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
ぢ
み
銀
の
実
体
は
法
令
上
で
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
こ
の
頃
の
具
体
的
な
史
料
上
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で
銀
価
値
を
規
定
し
た
も
の
は
、
表
に
示
し
た
よ
う
な
四
四
匁
懸
、
丁
銀
四
四
匁
懸
、
京
目
蓋
で
あ
る
。
ち
ぢ
み
銀
と
は
特
定
の
貨
幣
を
指
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
品
位
や
量
目
が
定
つ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
考
え
る
。
一
方
、
灰
吹
銀
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
具
体
的
に
は
表
中
の
吹
抜
や
佐
渡
吹
の
流
通
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
灰
吹
銀
と
は
、
ま
た
取
込
銀
と
も
称
さ
れ
、
領
国
を
越
え
て
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
銀
貨
幣
で
あ
っ
た
。

　
貨
幣
鋳
造
の
た
め
に
下
向
し
た
後
藤
用
介
は
、
銀
貨
鋳
造
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
元
和
四
年
の
越
中
亀
谷
銀
山
運
上
定
め
の
中
に
、
　
コ
、

撃
二
千
枚
に
者
堺
符
四
＋
三
匁
魎
と
み
え
る
・
亀
谷
銀
山
は
近
世
初
頭
に
お
け
る
前
毘
の
轟
鉱
山
で
あ
聴
こ
の
一
警
・
用

　
　
　
　
　
　
　
　
註
一
誉
ロ

介
が
同
鉱
山
で
運
上
銀
の
品
位
管
理
に
当
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
用
介
鋳
造
に
か
か
る
こ
の
蕪
骨
・
主
計
墨
銀
の
流
通
性
に
関
し
て

は
、
表
1
に
示
し
た
如
く
殆
ん
ど
確
認
で
き
ず
、
一
般
流
通
貨
幣
と
は
言
い
難
い
。
つ
ま
り
金
の
場
合
同
様
、
用
介
は
特
別
の
、
多
分
純
度
の

高
い
銀
貨
幣
を
鋳
造
し
た
の
で
あ
り
、
　
「
寺
内
通
用
ノ
貨
幣
ヲ
製
造
」
し
た
訳
で
は
な
い
と
雷
え
よ
う
。

　
さ
て
、
元
和
六
年
五
月
八
日
付
で
藩
主
利
常
か
ら
越
中
代
官
篠
島
豊
前
に
宛
て
た
「
元
和
四
年
分
越
中
利
浪
郡
並
氷
見
庄
小
物
成
納
所
方
銀

　
　
　
　
　
　
　
⑯

子
並
八
木
算
用
之
事
」
の
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
、
極
印
銀
の
登
場
が
知
ら
れ
る
。

　
　
四
拾
四
貫
四
百
滞
三
匁
五
分
五
厘
　
指
上
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
極
印
）

　
　
　
此
外
三
貫
三
百
九
拾
弐
匁
五
分
　
こ
く
い
歩
入
上

　
四
四
貫
匁
余
の
銀
を
納
入
す
る
際
、
極
印
銀
に
よ
る
納
入
を
基
準
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
よ
り
低
品
位
の
銀
貨
幣
で
納

入
し
た
た
め
、
極
印
銀
に
よ
る
銀
高
を
満
た
す
上
で
、
三
貫
匁
余
の
銀
を
増
量
納
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
極
印
銀
の
歩
粗
率
は
七
・
六
三
五
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
あ
り
、
こ
の
後
元
和
八
年
か
ら
寛
永
二
年
に
か
け
て
も
、
同
一
の
歩
入
率
に
よ
っ
て
納
入
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
元
和
五
年
か
ら
翌
六
年
に

か
け
て
金
沢
に
銀
座
、
藁
座
が
設
置
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
り
（
後
述
）
、
同
六
年
の
極
印
銀
の
登
場
は
こ
の
銀
座
設
置
と
吹
座
に
お
け
る
銀
貨

鋳
造
を
傍
証
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
表
1
に
み
え
る
よ
う
に
、
元
和
五
年
か
ら
男
付
銀
が
使
用
さ
れ
始
め
る
。
こ
の
芝
付
銀
の
一
種
で
あ
る
墨
符
銀
の
品
位
が
、
元
和
八
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⑱

年
七
月
＝
百
付
の
田
中
吉
兵
衛
他
一
名
か
ら
森
田
四
郎
右
衛
門
他
一
名
に
宛
て
た
書
状
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
森
田
四
郎
右
衛
門
は
金
沢
の
外

港
宮
腰
に
居
住
し
た
近
世
初
期
有
力
商
人
で
、
書
状
は
商
取
引
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
筒
所
に
は
、

　
　
　
一
、
極
印
一
貫
匁
ハ
　
ハ
・
五
郎
右
衛
㎜
口
銀
子

　
　
　
　
　
同
一
貫
匁
ハ
　
㎜
⇒
嫉
辮
両
人
之
銀
子

　
　
　
〆
二
貫
目
銀
は
金
沢
二
て
墨
封
二
貫
百
匁
御
渡
し
言
様
に
し
か
と
手
形
被
成
候
て
、
此
も
の
二
可
無
下
候
。
頼
入
候
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
墨
符
銀
は
極
印
銀
に
対
し
五
％
の
歩
入
を
も
つ
、
極
印
銀
よ
り
低
品
位
の
符
金
銀
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

極
印
銀
の
鋳
造
が
、
符
付
銀
と
い
う
、
歩
入
に
よ
っ
て
極
印
銀
価
値
に
符
付
さ
れ
た
銀
貨
幣
の
形
態
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
元
和
六
年
か

ら
納
入
が
み
ら
れ
た
、
早
き
の
篠
島
代
官
よ
り
の
小
物
成
銀
も
極
印
銀
に
対
す
る
箱
入
は
一
定
で
、
一
種
の
符
付
銀
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ

う
。
つ
ま
り
元
和
五
、
六
年
に
鋳
造
が
始
ま
っ
た
極
印
銀
は
、
一
般
流
通
性
は
未
だ
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
流
通
貨
幣
と
相
互
に
関
係
を
も

ち
始
め
た
領
国
銀
で
あ
っ
た
。
な
お
、
篠
島
代
官
納
入
の
銀
貨
幣
や
墨
符
銀
を
は
じ
め
、
史
料
上
で
は
極
印
銀
よ
り
高
品
位
の
銀
使
用
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
こ
と
は
一
般
流
通
貨
幣
が
極
印
銀
よ
り
低
品
位
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
寛
永
元
年
に
は
今
極
印
銀
が
鋳
造
さ
れ
た
。
領
国
銀
の
中
で
は
じ
め
て
、
こ
の
今
極
印
銀
が
一
般
で
流
通
し
た
こ
と
を
史
料
で
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
寛
永
四
年
六
月
一
九
日
付
、
新
算
用
場
か
ら
越
中
砺
波
郡
の
十
村
役
人
戸
出
村
又
右
衛
門
に
宛
て
た
銀
子
請
取
状
が
最
も
早
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
の
で
、
飛
騨
高
山
か
ら
召
上
げ
た
型
込
銀
と
し
て
「
合
五
百
四
拾
壱
匁
五
分
者
　
今
極
印
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
1
中
に
み
え
る
様
に
、

今
極
印
銀
の
使
用
を
示
す
史
料
は
こ
の
他
に
も
数
点
あ
り
、
そ
の
一
般
流
通
は
決
し
て
例
外
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
今
極
印
銀
の
品
位
は
次
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。

　
　
　
　
寛
永
六
年
分
剣
町
之
内
蝋
燭
銀
子
之
事

　
　
　
　
合
十
五
匁
は
今
極
印
銀
也

　
　
　
　
此
外
一
匁
一
分
五
厘
は
極
印
歩
入
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右
請
取
所
如
件

　
　
　
　
寛
永
六
年
十
二
月
廿
三
日
　
中
少
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
狭
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
ら
う
そ
く
屋
　
彦
右
衛
門
か
た
へ

　
今
極
印
銀
は
極
印
銀
に
対
し
、
七
・
六
七
％
近
く
の
歩
入
を
も
つ
低
贔
位
貨
幣
で
あ
っ
た
。
こ
の
歩
入
で
み
る
と
今
極
印
銀
の
品
位
は
、
元

和
後
半
期
に
篠
島
代
官
支
配
下
で
納
入
さ
れ
た
小
物
成
代
銀
の
品
位
と
殆
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
今
極
印
銀
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
領
国
銀
と
し

て
実
際
上
の
使
用
を
み
る
の
は
、
こ
の
低
品
位
性
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
表
1
中
寛
永
元
年
の
今
墨
符
、
同
二
年
の
今
封
は
、
今
極
印

銀
を
基
準
と
し
た
符
付
銀
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
朱
符
銀
（
別
称
、
朱
染
紙
封
他
、
ま
れ
に
修
禅
寺
封
）
と
称
さ
れ
る
、
旧
来
の
極
印
銀
の
品
位
を
保
つ
符
付
銀
も
並
存
し
た
。
こ
れ

は
寛
永
四
年
か
ら
、
特
に
奥
能
登
を
中
心
と
し
て
使
用
さ
れ
始
め
る
。
寛
永
後
半
期
に
は
領
国
全
体
で
使
用
を
み
る
に
至
る
が
、
前
期
に
奥
能

登
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、
奥
能
登
の
塩
専
売
制
と
い
う
藩
の
経
済
政
策
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
1
1
2
に
後
述
）
。
こ
の

朱
符
銀
の
並
存
は
、
藩
が
旧
来
の
極
印
銀
の
職
位
に
現
わ
さ
れ
た
、
領
国
銀
の
高
品
位
性
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。

　
今
極
印
銀
、
薬
事
銀
の
流
通
と
共
に
、
取
込
銀
も
使
用
さ
れ
る
。
寛
永
五
年
一
〇
月
一
〇
日
付
で
越
中
砺
波
郡
奉
行
と
考
え
ら
れ
る
田
丸
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

庫
か
ら
十
村
役
人
国
吉
楽
才
二
郎
に
宛
て
た
、
蔵
米
在
高
に
関
す
る
史
料
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
史
料
で
は
、
蔵
米
の
囲
米
価
格
が
一
石
に
付

朱
符
銀
で
二
四
匁
一
分
四
厘
と
算
用
場
で
決
定
さ
れ
、
十
村
組
中
か
ら
は
取
込
銀
で
受
取
っ
た
た
め
、
　
「
取
込
銀
鼠
入
四
歩
」
と
し
て
紐
革
相

当
額
を
領
収
す
る
と
伝
え
て
い
る
。
朱
平
銀
に
対
し
四
歩
歩
脚
の
取
込
銀
の
品
位
は
、
今
極
印
銀
よ
り
高
い
。
一
般
に
取
込
銀
は
譲
位
の
定
ま

ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
中
に
あ
る
よ
う
な
藩
へ
の
上
納
等
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は
、
取
込
銀
の
中
で
も
高
品
位
で
晶
々
の
安
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
般
の
取
込
銀
と
は
区
別
し
て
「
取
込
銀
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
迄
の
考
察
を
も
と
に
、
寛
永
前
半
期
の
領
内
に
お
け
る
銀
貨
幣
の
状
況
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
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領
国
銀
体
系

魎
羅
－
舞
付
銀
↓
極
印
銀

一
般
流
通
銀

　
　
　
　
取
込
銀

「
取
込
銀
」
一

　
　
　
　
　
灰
吹
銀

　
各
枠
内
で
は
上
下
関
係
が
品
位
の
高
低
関
係
を
示
す
。
こ

の
う
ち
、
今
極
印
銀
の
品
位
は
一
般
流
通
銀
の
取
込
銀
や
灰

吹
銀
に
近
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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寛
永
一
〇
年
、
藩
は
新
た
に
新
極
印
銀
を
鋳
造
し
た
。

　
　
　
　
御
定

　
御
分
国
中
取
誤
解
銀
子
善
悪
不
同
に
つ
い
て
、
三
ケ
国
一
般
に
被
早
出
候
條
、
来
月
朔
日
以
後
は
新
極
印
銀
子
を
以
商
売
可
仕
候
。
蓋
当
月
已
後
、
跡
々
取

　
込
候
銀
子
取
あ
っ
か
ひ
候
も
の
於
有
之
は
、
可
被
処
曲
言
旨
被
仰
出
者
也
。
依
如
件
。

　
　
　
　
寛
永
十
年
四
月
十
二
霞
　
横
山
山
城
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
安
房
守

　
取
込
銀
の
使
用
を
全
面
的
に
禁
止
し
、
新
極
印
銀
に
よ
っ
て
流
通
貨
幣
を
一
元
的
に
統
制
す
る
政
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
令
に
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

続
い
て
、
同
年
四
月
一
七
日
付
、
同
年
六
月
六
日
付
の
二
つ
の
法
令
が
、
横
山
、
本
多
の
藩
乱
臣
か
ら
稲
葉
左
近
他
二
名
の
算
用
場
奉
行
宛
て

に
出
さ
れ
た
。
二
法
令
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
内
容
は
、
新
極
印
銀
の
鋳
造
と
銭
遣
い
と
の
二
点
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
主

に
四
月
一
七
日
付
の
法
令
で
、
後
者
に
つ
い
て
は
六
月
の
法
令
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
新
極
印
銀
の
鋳
造
に
つ
い
て
は
、
　
「
丁
々
よ
り
早
来
候
取
込
候
銀
子
上
中
下
を
見
合
、
一
統
に
ふ
き
な
を
さ
せ
、
新
極
印
打
遣
可
被
申

候
」
と
し
、
今
後
領
内
へ
流
入
す
る
銀
子
も
新
極
印
銀
の
品
位
に
吹
く
よ
う
に
命
じ
た
。
極
印
銀
の
鋳
造
は
従
来
金
沢
の
ニ
ケ
所
の
吹
座
で
行

わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
更
に
二
名
を
厳
選
し
て
吹
所
を
命
じ
、
ま
た
、
富
山
に
も
二
ヶ
所
の
長
所
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
量
産
の
意

図
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
一
方
で
新
極
印
銀
の
品
位
を
守
る
た
め
金
沢
で
は
、
　
「
四
ヶ
所
之
ふ
き
や
一
様
に
い
た
し
可
青
鮫
。
其
外
に
面
々

添
極
印
を
打
、
銀
子
不
同
に
無
畜
様
に
、
吹
所
中
事
四
人
互
吟
味
掛
仕
旨
可
申
付
事
。
」
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
今
度
吹
直
候
新
極
印
之
銀
子

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

不
言
挙
、
替
歩
入
之
算
用
を
以
可
賢
愚
事
。
」
（
六
月
置
法
令
傍
点
筆
者
）
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
領
国
銀
の
信
用
性
を
公
示
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
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銭
遣
い
に
つ
い
て
は
、
　
「
小
売
粟
酒
里
並
青
物
・
菓
物
・
炭
下
等
、
来
七
月
十
日
以
後
銀
子
二
而
商
売
仕
世
事
有
之
間
敷
戸
。
何
も
可
為
銭

遣
事
。
」
と
し
、
更
に
「
諸
商
売
物
不
漁
何
、
銀
子
一
匁
よ
り
う
ち
の
物
は
言
為
銭
遣
事
、
但
一
匁
よ
り
上
之
買
物
た
り
と
い
ふ
と
も
、
相
対

次
第
銭
遣
に
可
仕
事
。
」
と
し
た
。
但
し
領
国
銀
と
上
銭
の
両
替
比
率
は
、
「
小
遣
上
銭
老
一
貫
文
に
付
、
新
極
印
之
銀
子
を
以
二
十
目
之
内
外
、

相
対
次
第
候
事
。
」
と
一
応
の
基
準
を
示
す
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
銭
を
完
全
に
は
統
制
し
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
　
こ
の
よ
う
な

小
額
売
買
に
お
け
る
銭
遣
い
令
の
翻
的
は
、
こ
れ
ら
三
種
の
法
令
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
取
込
銀
使
用
排
除
に
あ
っ
た
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
低
品
位
の
取
込
銀
は
特
に
小
額
貨
幣
と
し
て
流
通
し
易
く
、
小
額
貨
幣
へ
の
配
慮
な
し
に
取
込
銀
の
使
用
を
禁
ず
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
の
で
あ
る
（
皿
で
関
連
し
て
記
述
）
。

　
さ
て
、
新
極
印
銀
の
品
位
は
、
四
月
の
法
令
で
朱
母
子
に
対
し
二
歩
下
り
に
、
六
月
に
至
る
と
五
歩
下
り
と
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
変
更
に
つ

い
て
は
法
令
中
に
説
明
は
な
い
。
但
し
四
月
法
令
の
一
箇
条
に
、
新
極
印
銀
が
「
向
後
丁
銀
と
つ
り
合
候
様
に
可
被
申
付
工
事
。
」
と
あ
り
、

法
令
末
尾
に
「
右
御
国
型
込
上
使
衆
、
近
日
可
為
御
廻
候
条
、
急
度
相
極
候
己
様
可
被
申
付
事
肝
要
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

御
上
使
巡
国
期
間
中
は
幕
府
貨
幣
と
同
品
位
の
領
国
銀
を
鋳
造
、
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
政
策
と
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
六
月

は
、
藩
独
自
の
政
策
で
品
位
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
六
月
以
降
の
鋳
造
に
か
か
る
新
極
印
銀
は
、
丁
銀
よ
り
三
歩
下
位
の
も
の
で
あ
っ

た
。　

今
、
先
き
の
図
式
に
お
け
る
一
般
流
通
銀
に
対
し
て
、
寛
永
一
〇
年
の
貨
幣
政
策
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
か
を
図
示
す
れ
ば
次
の
様
で
あ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
心
墨
○
年
幕
政
策
　
つ
ま
り
、
翻
蝦
－
新
極
印
銀
－
銭
と
い
う
藩
の
貨
幣
体
系
で
、
一
般
流
通
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幣
を
包
摂
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
一
般
流
通
銀
　
　
　
次
に
掲
げ
る
の
は
、
新
極
印
銀
流
通
を
示
す
史
料
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
霞
請
申
上
候
銀
子
之
事

：’暫『”” P

lrl
i取l
燕桙

二
極

i銀i 印

潔、 銀

i弓取i；　　　　　l

艶″桙 銭
l　　　　　l

…
…
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合
拾
九
匁
　
新
極
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
度
）
　
　
　
　
　
　
（
利
足
）

　
　
右
之
銀
子
、
当
月
ノ
十
五
日
い
せ
ん
ハ
急
度
相
済
可
申
候
。
若
無
沙
汰
仕
相
延
申
候
者
、
御
は
つ
と
の
こ
と
く
り
そ
く
お
雪
上
具
申
候
、
為
其
、
如
此
之

　
　
御
日
請
状
、
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
上
村

　
　
　
寛
永
拾
壱
年
七
月
朔
β
　
　
　
助
旧
く
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
告
（
花
押
）

　
　
　
（
太
）

　
　
　
　
火
田
村
　
　
⑳

　
　
　
　
宗
君
衛
門
殿

　
こ
れ
は
越
中
砺
波
郡
の
史
料
で
、
太
田
村
宗
右
衛
門
は
十
村
組
組
頭
で
有
力
農
民
、
助
左
、
甚
吉
は
一
般
農
民
と
考
え
ら
れ
る
。
知
ら
れ
る

史
料
の
範
囲
内
で
、
年
貢
・
諸
役
上
納
以
外
の
私
的
貸
借
文
書
に
領
国
銀
使
用
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
年
代
的
に
最
も
古
く
、
史
料
残

存
に
お
け
る
限
界
を
考
慮
し
た
上
で
も
、
新
極
印
銀
の
普
及
は
評
価
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
新
極
印
銀
使
用
の
浸
透
が
進
む
中
で
、
寛
永
　
五
年
藩
は
次
の
様
な
法
令
を
出
し
た
。

　
　
　
　
覚

　
　
近
年
於
御
分
国
中
軽
蔑
候
新
着
印
銀
子
、
董
他
臨
よ
り
相
越
候
取
込
銀
子
遣
候
義
堅
被
成
御
停
止
詑
。
然
者
来
月
五
日
以
後
、
朱
染
紙
潮
煙
銀
子
を
以
商

　
　
売
可
仕
候
。
但
遥
々
新
極
印
銀
子
に
て
直
射
申
合
候
分
は
、
最
前
如
町
定
、
朱
封
戸
銀
子
露
骨
指
引
致
算
用
、
受
取
渡
可
書
誌
。
若
御
法
度
を
於
相
背
輩

　
　
　
は
、
可
被
所
曲
事
旨
所
被
仰
出
也
、
如
件
。

　
　
　
寛
永
十
五
年
八
月
廿
八
日
　
横
山
山
城
守
　
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
萎
房
守
鞭

　
新
極
印
銀
の
使
用
を
禁
止
し
、
ま
た
寛
永
一
〇
年
の
禁
止
令
以
降
も
残
っ
た
取
込
銀
に
つ
い
て
は
改
め
て
使
用
禁
止
を
命
じ
、
朱
符
銀
の

み
を
通
用
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
朱
符
銀
と
は
、
符
付
さ
れ
た
銀
で
は
な
く
、
貨
幣
自
体
が
朱
筆
銀
の
、
つ
ま
り
極
印

銀
の
品
位
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
朱
符
銀
は
新
極
印
銀
よ
り
五
歩
上
位
の
高
手
位
貨
幣
で
、
こ
の
朱
符
銀
に
よ
る
　
元
的
貨
幣
統
制
政
策
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は
、
今
極
印
銀
以
来
続
い
て
い
た
低
品
位
領
国
銀
の
鋳
造
、
流
通
政
策
か
ら
、
高
品
位
領
国
銀
の
鋳
造
、
流
通
政
策
へ
と
転
換
さ
せ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
年
九
月
一
β
か
ら
一
二
月
一
〇
日
に
か
け
て
、
金
沢
の
「
新
論
所
」
に
お
い
て
は
二
〇
七
三
貫
匁
余
の
朱
点
銀
が
吹
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

更
に
、
領
国
銀
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
領
外
か
ら
入
っ
て
く
る
取
込
銀
を
常
時
朱
嬉
野
に
鋳
直
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
作
業
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

銀
座
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
鋳
直
し
墨
は
、
時
期
は
下
る
が
推
算
の
可
能
な
寛
文
期
で
み
る
と
、
年
間
界
雷
〇
〇
貫
郵
程
と
な
る
。
朱
符
銀
の

一
元
的
使
用
令
以
降
、
そ
れ
が
実
現
し
て
い
っ
た
様
子
は
表
1
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
朱
符
銀
の
一
元
的
流
通
状
況
は
、

寛
文
九
年
丁
銀
へ
の
切
替
え
時
迄
一
応
は
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
小
額
貨
幣
に
は
朱
符
銀
以
外
の
取
込
銀
使
用
が
依
然
残
り
、
そ
れ

は
承
応
期
に
新
た
な
政
策
上
の
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
、
寛
永
　
五
年
以
降
の
領
内
銀
貨
幣
に
つ
い
て
も
、
図
示
を
試
み
れ
ば
次
の
様

に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
銭
は
小
額
貨
幣
と
し
て
の
取
込
銀
と
並
列
し
た
位
置
に
あ
る
。

領
国
銀
体
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

朱
符
銀
1
…
㌶
撫

儀
御
取
留
寵
愛
成
、
御
国
町
人
に
銀
座
被
仰
付
候
」

仕
を
命
ぜ
ら
れ
、
且
、
吹
座
と
し
て
前
者
へ
は
後
藤
才
次
が
、

寛
永
期
の
御
用
町
人
と
し
て
は
そ
の
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
⑳

ぜ
ら
れ
、
金
屋
彦
四
郎
は
慶
長
九
年
に
倉
船
一
〇
艘
の
浦
々
諸
役
と
町
並
役
免
除
の
特
典
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、

町
人
で
あ
っ
た
。
元
和
六
年
忌
史
料
で
、

介
等
の
藩
お
抱
え
職
人
に
よ
る
銀
座
体
制
か
ら
、

　
次
に
本
論
と
の
関
連
に
お
い
て
、
加
賀
藩
の
銀
座
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
述
べ
て
お
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
銀
座
創
設
期
の
概
要
は
「
銀
座
一
件
」
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
方
よ
り
下
っ
た

後
藤
用
介
と
共
に
、
矢
田
主
計
が
相
役
と
な
り
銀
座
を
勤
め
て
い
た
が
、
　
「
其
後
両
人
不
調
法
有
之
、
役

　
　
　
　
　
　
と
な
っ
た
。
そ
し
て
元
和
五
年
浅
野
屋
次
郎
兵
衛
が
、
翌
年
に
は
金
屋
彦
四
郎
が
銀
座
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
者
へ
後
藤
次
右
衛
門
が
つ
け
ら
れ
た
。
浅
野
屋
、
金
屋
の
両
町
人
は
共
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
浅
野
屋
次
郎
兵
衛
は
既
に
元
和
四
年
に
金
沢
宝
円
寺
祠
堂
米
運
用
を
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
人
と
も
初
期
か
ら
の
有
力

　
　
極
印
銀
が
領
内
流
通
貨
幣
の
墓
準
貨
幣
と
な
り
始
め
た
こ
と
を
先
き
に
み
た
が
、
そ
れ
は
、
後
藤
用

　
　
　
　
　
町
人
取
立
て
に
よ
る
体
制
へ
の
転
換
と
時
期
的
に
対
応
し
て
い
る
。
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銀
座
の
霧
内
容
に
つ
い
て
は
・
先
行
の
研
究
に
詳
し
魎
章
章
年
の
「
天
秤
座
禦
」
に
よ
れ
ば
・
銀
座
で
は
・
判
金
裏
判
書
・
撃

吹
直
し
、
銀
子
極
印
押
、
銀
子
符
付
等
が
主
な
業
務
で
あ
っ
た
。
各
々
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
依
頼
人
よ
り
規
定
の
手
数
料
を
と
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
銀
を
持
参
し
て
吹
賃
、
極
印
賃
を
支
払
え
ば
懸
れ
で
も
極
印
銀
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
一
方
、
藩
よ

り
「
敷
銀
」
を
与
え
ら
れ
て
、
藩
内
鉱
山
産
出
銀
や
取
込
銀
を
買
入
れ
、
領
国
銀
の
鋳
造
に
も
当
っ
た
。

　
な
お
寛
永
期
に
お
い
て
は
、
金
沢
銀
座
の
他
、
寛
永
一
〇
年
新
選
印
銀
鋳
造
に
当
っ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
富
山
に
吹
所
が
設
け
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
の
他
寛
永
一
九
年
に
は
利
常
の
隠
棲
地
小
松
に
銀
座
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。

①
　
作
表
に
使
用
し
た
史
料
は
、
刊
行
・
未
刊
産
繭
種
の
史
料
に
よ
っ
た
。
利
用
し

　
た
主
な
刊
行
史
料
集
は
『
加
賀
藩
史
料
』
、
『
圏
事
雑
抄
』
、
『
加
能
古
文
魯
』
、
『
珠

　
洲
市
史
第
三
巻
』
、
『
奥
能
登
時
圏
家
部
霞
』
、
『
網
島
市
史
資
料
編
第
一
巻
』
、

　
『
小
松
史
史
料
編
上
・
下
』
、
『
密
山
県
史
史
料
編
W
』
等
で
、
そ
の
他
宙
町

　
村
史
を
参
考
と
し
た
。
未
刊
行
史
料
集
で
は
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
並
越
能
文
庫
中

　
の
「
加
賀
鼠
古
文
書
」
、
　
「
能
登
国
古
文
書
」
、
　
「
越
中
古
文
書
」
等
で
、
そ
の
他

　
本
文
中
に
利
用
し
た
諸
史
料
を
用
い
て
い
る
。

　
　
な
お
、
作
成
に
当
っ
て
用
い
た
史
料
は
、
貨
幣
使
用
の
明
ら
か
な
も
の
に
限
り
、

　
例
え
ば
法
令
中
に
金
、
銀
等
の
言
葉
の
み
で
て
く
る
揚
合
は
、
こ
れ
を
加
え
て
い

　
な
い
。

②
　
前
掲
「
越
中
古
文
書
　
巻
一
〇
」
所
収
。

③
前
田
氏
に
よ
る
三
ヶ
国
の
各
領
有
は
時
期
の
違
い
が
あ
り
、
天
正
九
年
能
登
国

　
領
有
の
後
、
同
一
一
年
加
賀
国
、
同
一
三
年
越
申
国
と
続
く
。
こ
の
差
異
が
残
存

　
史
料
に
影
響
を
与
え
て
い
る
面
が
あ
ろ
う
。

④
　
『
石
山
本
願
寺
日
記
　
上
巻
駈
　
（
清
文
堂
出
版
刊
）
所
収
の
「
天
文
目
記
」
に

　
よ
っ
て
天
文
五
年
か
ら
同
二
三
年
迄
、
加
賀
四
郡
か
ら
の
上
納
を
み
る
と
、
金
納

　
七
例
、
銭
納
五
五
例
で
あ
り
、
同
前
書
下
巻
所
収
の
「
顕
如
上
人
文
案
」
に
よ
れ

　
ば
、
加
賀
・
能
登
か
ら
の
上
納
六
例
中
、
金
納
五
例
、
銀
翼
一
例
で
あ
る
。

⑤
天
正
＝
鳳
年
商
折
戸
村
年
貢
皆
済
状
。
高
沢
裕
一
氏
「
天
正
期
年
貢
算
用
状
の

　
考
察
」
　
（
『
珠
洲
市
史
　
第
六
巻
』
所
収
）
七
〇
七
頁
に
全
文
を
掲
載
。

⑥
高
沢
氏
前
掲
論
文
七
三
九
～
七
四
〇
頁
。

⑦
『
加
賀
藩
史
料
第
一
編
』
五
二
五
頁
。

⑧
「
五
箇
山
古
文
書
写
」
（
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
加
越
能
文
庫
－
以
下
、
加
越

　
能
文
庫
と
の
み
記
す
）
。

⑨
朝
陽
会
刊
、
五
八
～
五
九
頁
。

⑩
　
五
九
頁
。

⑪
　
『
加
賀
藩
史
料
第
一
編
隔
八
八
八
頁
。

⑫
川
上
氏
前
掲
論
文
九
〇
頁
。

⑬
　
小
葉
田
淳
氏
『
日
本
の
貨
幣
』
　
（
至
文
堂
刊
）
九
九
～
一
〇
〇
頁
、
入
九
頁
。

　
な
お
本
稿
で
の
考
察
を
通
し
て
、
取
込
銀
と
は
灰
吹
銀
に
限
ら
ず
、
丁
銀
や
他
国

　
領
国
銀
を
含
め
た
、
所
領
外
か
ら
の
流
入
貨
幣
と
し
て
よ
い
よ
う
に
考
え
る
。

⑭
『
加
賀
藩
史
料
第
二
編
』
四
三
二
頁
。

⑮
　
亀
谷
銀
山
に
つ
い
て
は
小
葉
田
淳
玩
『
日
本
鉱
由
［
史
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
刊
）

　
W
－
3
参
照
。

⑯
　
石
川
県
郷
土
資
料
館
蔵
　
篠
島
家
文
書
　
一
一
一
三
号
。

⑰
前
掲
篠
島
家
文
書
一
二
四
～
一
二
七
号
。
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⑱
「
金
沢
市
中
古
文
書
」
（
舶
越
能
文
庫
）
。

⑲
『
加
賀
藩
史
料
第
二
編
』
五
二
一
頁
。
こ
の
史
料
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
川

　
上
氏
前
掲
論
文
九
五
頁
参
照
。

⑳
富
山
大
学
図
書
館
蔵
川
合
文
書
。

⑳
　
　
『
加
賀
藩
史
料
　
第
二
編
』
論
ハ
〇
五
百
［
。

⑳
前
掲
『
留
男
貨
幣
録
』
八
六
頁
。

⑱
　
同
じ
時
期
に
奥
能
登
で
も
、
ほ
ぼ
同
品
質
の
「
取
込
銀
」
が
藩
へ
の
上
納
等
に

　
用
い
ら
れ
て
い
る
（
皿
1
2
に
後
述
）
。

＠
　
　
『
加
賀
藩
史
料
　
第
二
編
』
六
九
八
頁
。

⑳
　
　
　
　
同
　
右
　
　
　
六
九
九
百
ハ
。

⑳
同
右
七
〇
三
頁
。

⑳
　
　
『
金
子
文
書
』
（
寓
霞
県
砺
波
市
教
育
委
員
会
刊
）
文
書
の
部
一
三
八
号
。

⑱
　
『
加
賀
藩
史
料
　
第
二
編
』
八
七
一
頁
。

⑳
既
に
寛
永
一
〇
年
以
前
に
、
極
印
銀
品
位
の
朱
符
銀
が
鋳
造
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
は
、
寛
永
　
○
年
四
月
一
七
日
の
法
令
（
註
⑯
）
第
三
条
で
確
か
め
ら
れ
る
。

⑳
　
州
上
氏
前
掲
論
文
一
〇
〇
～
一
〇
二
頁
。

⑳
　
「
三
州
銀
座
撃
払
留
」
（
加
越
能
文
庫
）
に
よ
れ
ば
、
寛
文
元
年
か
ら
岡
八
年

　
迄
の
銀
座
収
入
は
、
符
賃
・
吹
賃
・
鉛
売
払
賃
か
ら
な
り
、
平
均
し
て
一
ヶ
年
約

　
三
六
貫
匁
の
収
入
で
あ
っ
た
。
寛
文
｝
○
年
以
降
は
朱
鷺
銀
使
用
停
止
と
な
っ
た

　
た
め
、
銀
座
収
入
は
符
賃
の
み
と
な
り
、
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
迄
の
平
均
は

　
約
二
五
貫
匁
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
寛
文
八
年
以
前
と
の
収
入
差
、
一
ヶ
年
二
貫

　
幾
程
が
朱
挙
隅
へ
の
鋳
直
し
に
伴
う
吹
賃
と
鉛
売
寒
露
収
入
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

　
れ
を
寛
永
一
五
年
朱
符
銀
鋳
直
し
の
算
用
例
（
註
⑳
）
に
あ
て
は
め
る
と
、
既
述

　
の
朱
符
銀
鋳
直
し
量
が
算
出
さ
れ
る
。

⑫
　
　
「
銀
座
一
件
」
は
加
越
能
文
庫
。
ま
た
、
前
掲
『
加
藩
貨
幣
録
』
巻
二
参
照
。

⑱
　
　
『
加
賀
藩
史
料
　
第
二
編
』
四
三
一
頁
。

⑭
　
『
　
岡
　
右
　
　
第
一
編
』
九
〇
四
頁
。

⑳
　
川
上
氏
前
掲
論
文
九
二
～
九
五
頁
。

⑳
　
　
『
加
賀
藩
史
料
　
第
一
二
編
』
点
前
～
二
頁
。

近世初期領国貨幣の歴史的役割（中野）

■

寛
永
前
期
の
領
国
貨
幣
政
策

1
．
一
般
貨
幣
流
通
の
状
況

天
正
期
に
奥
能
登
で
年
貢
代
金
納
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
互
で
述
べ
た
が
、
そ
こ
で
の
小
額
金
貨
幣
の
使
用
は
、
在
地
に
お
け
る
流
通
を
推
定

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
小
物
成
に
お
け
る
貨
幣
納
入
も

　
　
　
慶
長
七
年
分
江
沼
郡
山
中
湯
銭
請
取
艮
子
事

　
　
　
　
　
合
七
百
冒
者

一
般
の
貨
幣
流
通
を
反
映
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
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額

同9年 同10年

表3　慶長期の小物成納入審例

小 物 成

慶長5年1同6年1同7年1　同　8　年
国別小物成名

銀1貫匁
　　＠
銀7．4匁

　　　　　＠
銀工19枚26．7匁

銀1貫匁
5月銀子500匁
12月銀子11枚16匁

　　　　＠

銀子700匁

　　　＠
銀子5枚

　　＠
銀子4枚
黒
潮
同
難
脚

宮腰網銭荘

白山諸役銀

山中湯銭銀

下町野鮭役

目申鮭役

（註）　①

　　　＠

　　　＠

　　　＠

　　　＠

「加賀国古文書　九」（加越能文庫）。

『カll賀藩史琴斗　　第一編』　840頁。

同上872頁。以下順に同書876頁，883頁，895頁，943頁。

r奥能登時国家文書　第一巻』12頁。

「有賀家文書」（加越能文庫）。

右
請
取
所
如
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
田
利
炎
）

　
慶
長
七
年
十
二
月
廿
日
　
　
　
は
ひ

　
　
山
中
写
せ
う
中

　
慶
長
二
〇
年
三
月
の
条
例
か
ら
、
藩
で
は
小
物
成
奉
行
が
小
物
成
額
の
算
定
に
当
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
れ
に
基
づ
い
た
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
右
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
慶

長
五
年
か
ら
一
〇
年
三
を
例
に
と
っ
て
、
小
物
成
の
納
入
、
そ
の
額
を
列
挙
す
れ
ば
表
3

の
様
で
あ
る
。

　
一
方
、
先
行
の
研
究
に
よ
っ
て
、
文
禄
・
慶
長
年
間
の
天
秤
屋
は
、
能
登
で
は
七
尾
町

と
滝
村
、
加
賀
で
は
金
沢
町
、
小
松
町
、
越
中
で
は
守
山
（
後
の
高
岡
）
町
で
そ
の
存
在

が
確
め
ら
れ
、
金
銀
吹
立
や
符
包
の
営
業
を
藩
か
ら
許
可
さ
れ
、
役
銀
を
上
納
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
天
秤
屋
に
付
加
え
て
、
塵
長
一
〇
年
の
史
料
か
ら
、

越
中
の
城
端
町
、
八
尾
町
に
も
天
秤
屋
が
あ
り
、
各
々
吹
抜
銀
で
二
枚
と
一
枚
の
天
秤
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
上
納
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
領
内
各
地
で
の
天
秤
屋
の
稼
業
は
ま
た
、
一
般
貨
幣

流
通
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
う
ち
小
松
町
の
天
秤
屋
は
、
慶
長
五
年
大
坂
夏
の
陣
を
契
機
に
前
田
氏
が
小
松
を

藩
領
に
加
え
た
際
、
「
能
美
郡
中
天
秤
避
溢
事
、
申
付
之
条
、
金
銀
と
も
如
前
々
、
全
可
裁
許

　
④
者
也
」
と
の
文
書
を
受
取
っ
て
い
る
。
1
で
述
べ
た
よ
う
に
、
慶
長
九
年
の
法
令
に
よ
っ
て
、

藩
は
ち
ぢ
み
銀
の
使
用
と
相
場
で
の
竿
入
に
よ
る
灰
吹
銀
の
使
用
を
命
じ
た
が
、
戴
き
の

金
銀
裁
許
と
は
こ
の
よ
う
な
貨
幣
統
制
を
担
う
こ
と
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
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小
松
天
秤
屋
の
例
で
み
ら
れ
る
動
き
は
、
藩
が
従
来
の
天
秤
屋
を
貨
幣
政
策
の
中
で
掌
握
し
て
ゆ
く
過
程
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
領
内
に
お
け
る
貨
幣
流
通
は
、
取
込
銀
の
名
称
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
領
外
か
ら
の
貨
幣
流
入
を
前
提
と
し
て
い
た
。

こ
の
貨
幣
流
入
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
米
の
領
外
売
却
に
よ
る
も
の
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
が
、
町
方
商
人
が
米
を
商
人
米
と
し
て
売
却
す
る
可
能
性
の
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し

　
　
　
⑤

て
お
い
た
。
米
の
他
に
、
諸
産
物
の
領
外
売
却
が
あ
り
、
ま
た
加
賀
藩
内
の
場
合
は
海
運
業
に
よ
る
収
益
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
諸
産
物
の
中
で
は
、
小
松
絹
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
生
産
高
は
寛
永
一
三
年
一
二
月
か
ら
翌
年
＝
月
迄
の
一
年
間
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

六
二
〇
〇
〇
疋
余
で
あ
っ
た
。
主
に
京
都
へ
搬
送
・
売
却
さ
れ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
搬
送
量
は
未
詳
な
が
ら
、
収
益
の
大
き
さ
は
そ
の
生
産
量

よ
り
類
推
さ
れ
る
。
ま
た
鉱
産
物
に
つ
い
て
は
、
領
外
売
却
が
史
料
上
確
め
ら
れ
る
。

　
　
　
寛
永
七
年
分
鉛
請
取
申
事

　
　
　
　
合
七
百
弐
拾
貫
目
者
　
但
京
目
斤
両
也

　
　
右
者
但
馬
銀
山
入
用
二
売
渡
申
鉛
之
内
二
絹
渡
申
所
如
件

　
　
　
寛
永
八
年
五
月
廿
八
賞
　
　
幡
磨
屋
弥
三
右
衛
門
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り
ま
や
　
安
兵
衛
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
大
山
左
平
次
殿
　
　
　
　
は
り
ま
や
八
麿
衛
門
（
黒
印
）

　
こ
れ
は
寛
永
初
年
よ
り
産
出
を
み
た
越
中
長
患
鷺
山
に
関
す
る
史
料
で
、
大
山
左
平
次
は
山
請
負
人
で
あ
り
、
播
磨
屋
は
鉛
亮
買
を
仲
介
す

る
商
人
と
考
え
ら
れ
る
。
倶
馬
産
出
銀
精
製
の
た
め
に
、
長
熱
愛
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
長
棟
鋸
山
で
は
産
出
額
の
六
分
一
を
運
上
鉛
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
、
残
り
は
商
人
売
り
と
な
っ
て
い
た
。
但
し
寛
永
八
年
か
ら
は
藩
が
買
上
げ
る
召
望
粥
制
が
と
ら
れ
た
た
め
、
商
人
売
り
に
よ
る
利
益
は
か

な
り
減
少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
商
人
売
り
を
試
算
す
る
と
、
寛
永
五
年
で
は
銀
八
○
貫
匁
、
同
六
年
遅
は
三
八
○
貫
匁
余
に
上
る
。

　
海
運
業
に
関
し
て
は
、
秋
田
の
秋
田
実
季
が
慶
長
三
年
夏
、
伏
見
作
事
目
板
千
間
分
を
敦
賀
に
送
っ
た
際
、
雇
わ
れ
た
海
運
業
者
中
、
敦
賀
、
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表4　鉱山問吹支払内訳

項 目 ｝支払高
　　　　匁

320．7

67．2

43．7

15Z8

26．0

26．0

509．02

324．0

246．25

228．98

諸職人賃銀

　内訳かけ大工2人
　　　床大工1人
　　　ふいごさし6人
　　　すはいはたき1人

　　　ねば取　1人
炭焼へ渡銀

富山より買入飯米代

くさりの駄賃銀

諸道具代等

（註）『長棟鉱山史』史料7弩より作成

と
れ
る
。

時
国
家
は
海
運
業
を
営
む
一
方
、

沼
垂
等
の
領
外
で
売
却
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
み
て
、

時
国
家
が
売
買
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

　
さ
て
、
取
込
銀
を
含
む
領
内
の
貨
幣
流
通
に
お
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
深
ま
り
を
も
っ
て
い
た
か
が
次
に
問
題
と
な
る
。
越
中
砺
波
郡

の
事
例
で
は
、
蔵
米
・
布
流
通
の
実
態
か
ら
判
断
し
て
貨
幣
流
通
の
普
及
が
知
ら
れ
、
ま
た
臼
雇
へ
の
日
用
銀
の
支
払
等
か
ら
み
て
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

下
層
農
民
を
巻
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
元
和
五
年
八
月
七
日
か
ら
一
〇
月
二
〇
日
に
か
け
て
、
越
中
新
川
郡
の
鉱
山
で
産
出
鉱
の
質
を
調
べ
る
問
吹
が
行
わ
れ
た
。
問
吹
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

収
支
報
告
が
山
師
か
ら
大
山
左
兵
衛
宛
に
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
支
出
内
容
を
整
理
し
て
示
せ
ば
表
4
の
様
に
な
る
。
闇
吹
と
い
う
作
業
を
通

史
料
か
ら
時
国
家
の
、
松
前
、
敦
賀
、
大
津
、

　
　
　
文
中
「
御
船
荷
物
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
生
産
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

若
狭
、
出
雲
崎
の
業
者
に
混
っ
て
、
能
登
輪
島
の
坂
本
藤
二
郎
、
加
賀
の
白
尾
長
介
、
小
倉
彦

　
　
　
　
　
　
　
⑨

四
郎
の
名
が
み
え
る
。
ま
た
同
＝
隔
年
越
中
婦
負
郡
の
港
町
西
岩
瀬
で
は
、
秋
田
、
松
前
、
敦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

賀
へ
藩
米
を
運
送
す
る
一
二
艘
の
舟
が
あ
っ
た
。
ま
た
次
に
掲
げ
る
の
は
奥
能
登
時
国
家
の
元

和
五
年
二
月
付
史
料
で
、
内
容
は
雇
用
船
乗
か
ら
船
主
（
文
中
、
お
や
ち
さ
ま
）
時
国
に
対
し

出
さ
れ
た
商
売
上
の
失
敗
に
つ
い
て
の
詫
状
で
あ
る
。
引
用
は
前
後
を
略
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
脱
か
）

　
　
去
年
御
船
荷
物
ヲ
請
取
、
敦
か
に
て
も
佐
門
に
て
参
り
候
へ
と
お
や
ち
さ
ま
御
意
候
所
ヲ
、
我
ホ
以

　
　
分
別
ヲ
套
前
へ
罷
下
り
商
内
悪
書
仕
、
其
上
昆
布
つ
め
ヲ
き
ら
セ
、
其
上
昆
布
干
う
を
の
こ
か
す
ぬ

　
　
す
ミ
と
り
申
無
二
付
而
敦
賀
に
て
う
れ
不
申
、
大
津
京
大
坂
恥
辱
御
登
候
へ
者
た
ち
ん
う
ん
ち
ん
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
過
分
に
か
」
り
申
候
二
付
而
手
と
り
な
し
二
罷
成
候
。

　
京
都
、
大
坂
に
至
る
商
圏
の
広
が
り
と
、
物
資
転
売
に
よ
る
海
運
業
経
営
の
具
体
相
が
み
て

そ
れ
が
当
時
加
賀
藩
の
代
表
的
産
物
の
一
つ
で
あ
る
奥
能
登
の
塩
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
寛
永
四
年
塩
専
売
制
開
始
以
降
、
藩
が
そ
の
取
得
塩
を
酒
田
、
新
潟
、

　
　
　
専
売
調
以
前
に
奥
能
登
産
塩
が
納
屋
物
と
し
て
領
外
へ
流
通
し
た
可
能
性
は
大
き
く
、

　
　
　
O
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じ
て
、
諸
職
人
お
よ
び
町
方
商
人
へ
貨
幣
が
流
通
す
る
状
況
が
読
み
と
れ
よ
う
。
ま
た
寛
永
七
年
に
、
富
山
片
あ
い
物
町
の
惣
兵
衛
は
、
長
倉

銀
山
請
負
人
の
大
山
左
兵
次
に
対
し
、
長
棟
鉱
山
へ
行
く
費
用
と
し
て
三
五
匁
八
分
を
借
用
し
、
銀
で
返
済
す
る
と
共
に
、
借
銀
高
の
内
で
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

山
入
用
の
金
道
具
を
調
達
す
る
旨
請
負
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
一
般
お
よ
び
下
層
民
衆
へ
も
貨
幣
流
通
が
浸
透
し
て
ゆ
く
状
況
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
町
場
は
一
層
貨
幣

流
通
が
盛
ん
で
あ
っ
た
筈
で
、
先
述
の
天
秤
屋
が
能
登
の
滝
村
を
除
い
て
全
て
町
方
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
象
徴
と
い
え
よ
う
。

2
．
領
国
貨
幣
の
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
以
下
に
掲
げ
た
①
～
⑭
の
史
料
は
、
寛
永
四
年
に
始
ま
り
同
一
五
年
に
一
応
の
完
成
を
遂
げ
た
奥
能
登
の
塩
専
売
制
に
関
わ
る
も
の
で
、
塩

生
産
農
民
（
一
部
塩
業
外
農
民
も
含
む
）
と
藩
と
の
関
係
を
中
心
に
、
貨
幣
の
動
き
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
～
⑥
は
農
民
か
ら
藩

へ
の
貨
幣
上
納
を
、
⑦
～
⑪
は
藩
よ
り
農
民
へ
の
支
払
い
を
表
わ
す
。
史
料
は
主
に
鳳
至
郡
名
舟
賃
の
も
の
で
、
寛
永
一
〇
年
領
国
銀
一
元
的

流
通
政
策
以
前
の
、
同
八
・
九
年
を
中
心
に
集
め
た
が
、
史
料
を
欠
く
部
分
で
は
他
の
年
の
も
の
も
用
い
た
。
史
料
の
引
用
は
、
掲
載
の
都
合

で
史
料
全
体
の
一
部
の
み
と
し
、
ま
た
必
要
箇
所
で
は
説
明
を
加
え
て
お
い
た
。

③
寛
永
八
年
分
名
舟
組
小
物
成
上
納

　
一
、
百
拾
八
匁
壱
分
三
厘
　
綿
蜘
鮒
鶴
識
共
二

　
一
、
　
七
拾
目
弐
分
止
信
厘
　
　
　
炭
釜
役
、
朱
封
銀
歩
入
共
二

　
一
、
弐
拾
弐
匁
五
分
　
　
　
鍛
冶
弐
問
役

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
〆
弐
百
拾
匁
八
分
四
厘

②
寛
永
八
年
分
名
舟
組
夫
銀
上
納

　
一
、
壱
貫
四
百
七
拾
五
匁
九
分
五
厘
　
春
秋
両
夫
銀
百
三
拾
弐
匁
八
分
五
厘

右
辺
歩
入
、
侃
九
歩
ニ
シ
テ
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⑲

　
〆
壱
貫
六
百
八
匁
五
分
　
次
封

③
寛
永
一
〇
年
分
名
舟
組
蔵
米
払
代
銀
上
納

　
合
百
七
拾
石
者
　
　
　
　
　
斗
懸

　
　
此
払
方

　
一
、
五
拾
四
石
七
斗
九
升
　
　
九
匁
払

　
　
　
代
銀
九
百
八
拾
六
匁
弐
分
弐
厘
　
次
封

　
一
、
百
拾
五
石
弐
斗
壱
升
　
　
九
匁
五
分
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
代
銀
弐
貫
百
八
拾
九
匁
　
　
　
　
次
封

④
寛
永
七
年
分
名
舟
組
貸
蔵
米
利
足
銀
上
納

　
本
米
七
拾
壱
石
之
分
弐
割
ニ
シ
テ

　
合
、
拾
四
石
弐
斗
者

　
　
此
代
銀
弐
百
九
拾
八
匁
弐
分

　
　
但
次
封
斗
懸
拾
匁
琴
晦

⑤
寛
永
九
年
分
藩
貸
塩
釜
代
銀
上
納

一
、
百
弐
拾
目
者
聾
縮
繧
甥
付
弐
拾
昆

　
一
、
八
拾
鼠
者
　
　
働
卑
駝
驕
雇
壱
枚
二
付
弐
拾
目
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
〆
弐
｝
臼
目
者
　
　
　
　
但
次
封
也

⑥
寛
永
九
年
名
舟
組
村
々
竹
木
買
代
銀
上
納

　
九
年
分

　
一
、
五
匁
　
竹
五
東
代
　
　
　
白
米
村
中

　
　
　
　
八
分
壱
厘
　
右
之
歩
入
壱
割
六
歩
六
厘
ニ
ソ
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〆
五
匁
八
分
壱
厘
　
取
込
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

　
　
　
同
九
年
十
一
月
廿
四
日
井
口
左
平
次
殿
へ
上
ル

　
　
○
以
下
、
渋
田
村
、
里
村
、
小
田
器
村
、
名
舟
村
よ
り
各
々
七
匁
、

⑦
覧
永
九
年
よ
り
名
舟
組
等
宛
藩
買
米
代
銀
支
払

　
一
、
百
七
拾
七
石
　
　
御
買
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
代
銀
三
貫
百
八
拾
六
匁
　
朱
封
銀
　
聯
駄
幅
料
睡
馳
軌
徽
払

⑧
寛
永
＝
二
年
名
舟
組
宛
御
召
塩
代
銀
支
払

　
合
拾
五
貫
三
拾
四
匁
三
分
弐
厘
　
　
次
蒲

　
　
代
鹿
七
千
八
百
四
拾
四
俵

　
　
　
侃
｝
銀
拾
士
償
匁
五
分
二
塩
六
俵
替

⑨
寛
永
八
年
分
名
舟
組
宛
藩
買
塩
代
銀
支
払

　
一
、
百
五
俵
　
御
買
塩

　
　
　
　
　
　
（
俵
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰

　
　
　
代
銀
六
出
衣
二
付
而
次
封
恰
担
匁
宛
翻
講
取
由
コ
候

⑩
寛
永
＝
漏
年
名
舟
組
宛
米
・
材
木
運
賃
支
払

　
一
、
百
八
匁
者
　
　
正
院
へ
廻
米

　
　
　
此
運
賃
之
御
米
百
八
拾
石

　
　
　
　
但
壱
石
二
付
而
六
分
宛

　
　
（
中
略
、
蛸
島
へ
廻
米
の
記
載
）

　
　
〆
百
九
拾
八
匁
者
　
　
新
取
込
五
分
銀

　
　
栗
丸
太
運
賃
銀
之
事

六
匁
、
拾
匁
、
拾
三
匁
が
同
率
の
歩
入
分
を
加
え
て
上
納
さ
れ
て
い
る
。
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一
、
五
恰
…
四
門
匁
者
　
　
宮
師
豚
へ
登
ス

　
　
　
此
運
賃
之
丸
太
京
間
弐
間
木

　
　
　
　
壱
本
二
付
六
分
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
合
弐
百
五
拾
弐
匁
者
　
新
取
込
五
分
銀

⑭
寛
永
八
年
名
舟
組
宛
徴
収
材
木
代
銀
支
払

　
一
、
　
六
拾
目
　
　
　
　
西
院
内
村

　
一
、
弐
拾
目
　
　
　
東
院
内
村

　
（
中
略
、
九
ケ
村
に
付
て
同
様
の
銀
高
記
載
）

　
合
弐
貫
三
百
目
取
込

　
　
寛
永
八
年
二
多
川
殿
汐
講
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
此
檸
太
炉
五
一
日
・
七
恰
　
五
坪
工
尽
間
　
但
六
口
八
四
寸
ニ
ノ

⑫
寛
永
八
年
よ
り
同
一
三
年
迄
五
ケ
年
分
鳳
至
・
珠
洲
奥
能
登
二
郡
割
符

　
五
ケ
年
分
合
壱
貫
弐
百
弐
拾
九
匁
四
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
取
込

　
○
こ
の
前
部
分
に
は
草
高
、
定
納
、
棟
別
の
各
銀
高
を
記
し
、
後
部
分
に
は
、
こ
の
内
訳
を
記
す
。
内
訳
は
金
沢
日
用
銀
、
御
尺
木
代
等
で
、
割
賦
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

　
　
藩
の
失
役
お
よ
び
藩
徴
収
品
の
う
ち
対
価
が
支
払
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
時
的
に
何
ら
か
の
方
法
で
立
替
え
ら
れ
、
後
に
割
賦
、
徴
収
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑬
寛
永
六
年
本
吉
村
（
加
賀
の
港
町
）
商
入
、
藩
専
売
塩
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
州
本
吉
村

合
三
頁
拾
嚢
買
主
墾
右
禽
⑳

　
　
但
壱
俵
二
付
而
弐
匁
七
分
宛
　
修
禅
寺
封

⑭
　
寛
永
一
四
年
分
宮
腰
着
、
藩
専
売
塩
精
算
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⑫与荷

一
、
塩
高
五
万
七
百
七
十
八
俵
は

　
此
内
二
百
五
十
俵
は
　
台
駈
入

　
残
高
五
万
七
百
七
十
八
俵
は

農
民

O・Q）

　ノ玉、堵勿S｝k

　諸役
＠・＠

　蔵米払代

　蔵米借利足

＠

　借釜代

＠

一

　
寛
永
十
㎎
年
四
月
九
日
よ
り

　
問
十
五
年
七
月
廿
日
迄
払
壌

納代
　
　
　
　
ぐ

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

．
照
　
　
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
お
で

徴
　
　
⑭
％

藩

⑬
　
塩
商
人

　
　
領
内
塩
消
費
者

近世初期領国貨幣の歴史的役割（中野）

　
農
民
⑦
　
⑨
　
　
⑪
　
代

　
　
　
　
釈
⑧
獄
獄
⑩
駿
蹴
　
　
　
　
㌧
＼

　
　
　
　
　
買
　
召
買
　
公
品

　
　
　
　
　
　
　
卸
「
　
　
　
　
　
以
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

歩
銀
を
含
み
、
朱
符
銀
に
対
し
五
歩
の
歩
入
を
も
つ
。

　
　
　
　
朱
穣
・
次
彗
取
込
墾
　
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朱
　
塩
商
人

　
　
↑
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
領
内
塩
消
費
者

　
　
　
　
朱
符
銀
・
次
封
、
「
取
込
銀
」

　
　
　
　
此
代
銀

　
　
　
　
ム
且
二
｝
臼
十
二
貫
九
百
患
川
五
匁
六
分
　
　
朱
湖
封
銀

　
　
　
　
内
壱
貫
六
百
七
十
目
五
分
　
　
　
　
新
極
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
百
一
匁
五
分
は
出
目

　
以
上
①
か
ら
⑭
の
史
料
を
も
と
に
、
貨
幣
流
通
の
図
示
を
試
み
れ

ば
上
記
の
様
に
な
ろ
う
（
番
号
は
前
掲
の
史
料
番
号
）
。

　
更
に
、
こ
の
流
通
を
貨
幣
の
種
類
で
図
示
し
て
み
る
。
各
貨
幣
の

品
位
は
朱
符
銀
・
次
封
で
、
　
「
取
込
銀
」
は
新
取
込
銀
、
新
取
込
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
の
よ
う
に
、
塩
奪
売
制
に
関
わ
っ
て
使
用
さ
れ
た
貨
幣
は
、
朱
符
銀
、

鋤
農
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
封
と
い
う
領
国
銀
の
基
準
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
　
「
取
込
銀
」
も
領
国

魚
脳
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
に
対
す
・
墨
入
の
一
定
の
も
の
で
あ
・
た
．
・
の
状
況
が
示
し
て
い
・
の

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
塩
専
売
制
を
実
施
す
る
に
当
っ
て
は
、
貨
幣
流
通
を
不
可
欠
と
す
る
塩

の
生
産
・
消
費
構
造
全
体
を
包
摂
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
り
、
従
っ
て
、
　
「
取
込
銀
」
を
い
か
に
領
国
銀
体
系
の
中
に
包
摂
す
る

か
が
、
経
済
政
策
の
一
つ
の
鍵
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。

　
な
お
篤
き
に
、
長
棟
鉱
山
で
寛
永
八
年
か
ら
召
上
記
制
が
始
つ
た
こ
と
を
記
し
た
が
、
そ
れ
を
示
す
の
が
、
同
年
五
・
六
月
付
け
で
大
山
左
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な
ま
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

平
次
に
宛
て
ら
れ
た
、
山
師
吊
手
銀
請
取
の
六
通
の
文
書
で
あ
る
。
藩
は
大
山
左
平
次
を
通
じ
て
、
将
来
の
鉛
上
納
を
引
当
て
に
山
師
達
に
一

〇
〇
匁
か
ら
五
〇
〇
匁
の
諸
手
銀
（
前
渡
銀
）
を
与
え
て
い
る
が
、
用
い
ら
れ
た
貨
幣
は
「
朱
染
紙
封
」
で
あ
っ
た
。
藩
は
、
従
来
大
山
左
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

次
と
山
師
達
の
間
で
結
ば
れ
て
い
た
前
渡
銀
関
係
を
奪
う
形
で
、
召
上
鉛
制
を
実
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
長
棟
鉛
山
に
対
す
る
藩
の
政

策
に
つ
い
て
は
、
未
だ
体
系
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寛
永
期
に
集
中
す
る
経
済
政
策
の
一
環
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
こ
こ
に
お
い
て
も
ま
た
、
領
国
銀
が
政
策
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
塩
専
売
制
等
の
具
体
的
事
例
を
通
し
て
、
寛
永
前
期
に
お
け
る
領
国
経
済
諸
政
策
全
体
に
お
い
て
、
貨
幣
統
制
が
不
可
欠
で
あ
っ
た

こ
と
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
在
地
の
経
済
的
諸
関
係
を
取
込
ん
で
ゆ
く
上
で
、
一
般
流
通
貨
幣
に
ど
う
対
処
す
る
か
が
課
題

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
寛
永
一
〇
年
、
新
極
印
銀
の
＝
兀
的
流
通
政
策
と
取
込
銀
の
使
用
禁
止
の
実
施
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
。
朱
符
銀
に
対
し

五
歩
低
品
位
の
、
つ
ま
り
一
般
に
通
用
し
て
い
た
「
取
込
銀
」
晶
位
で
あ
る
新
極
印
銀
の
発
行
は
、
一
般
流
通
貨
幣
を
領
国
銀
に
よ
っ
て
席
捲

す
る
上
で
、
有
効
に
働
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
藩
は
寛
永
一
五
年
を
一
つ
の
画
期
と
す
る
種
々
の
経
済
政
策
を
展
開
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
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①
　
　
『
加
賀
藩
史
料
　
第
二
編
』
三
八
九
頁
。

②
　
川
上
氏
前
掲
論
文
八
五
～
八
七
頁
他
。

③
「
有
賀
羅
文
嘗
」
（
加
越
能
文
庫
）
。

④
『
展
退
雑
抄
中
編
』
（
石
摺
県
図
霞
館
協
会
刊
）
三
七
　
頁
。

⑤
　
拙
稿
「
近
世
初
期
の
蔵
入
地
代
官
支
配
と
地
域
市
場
」
　
（
証
本
史
研
究
二
ニ
ニ

　
号
）
皿
の
4
。

⑥
　
『
小
松
史
　
史
料
篇
下
巻
』
（
石
川
県
能
美
郡
小
松
町
役
場
刊
）
六
三
五
頁
。

⑦
『
長
棟
鉱
山
史
』
（
長
棟
鉱
山
史
研
究
会
刊
）
史
料
二
六
号
。

⑧
諸
欄
度
に
つ
い
て
は
同
前
書
参
照
。

⑨
　
『
秋
田
県
史
資
料
　
古
代
・
中
世
』
九
八
四
号
。

⑩
『
新
湊
市
史
』
（
新
湊
市
役
所
刊
）
七
二
三
～
七
二
四
頁
。

⑪
　
　
『
奥
能
登
時
国
家
文
書
　
第
一
巻
』
（
日
本
常
民
文
化
研
究
所
刊
）
四
二
号
。

⑫
　
時
国
家
の
全
体
的
な
経
営
構
造
に
つ
い
て
は
、
高
沢
裕
一
氏
「
近
世
前
期
奥
能

　
登
の
村
蕩
類
型
」
（
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
　
史
学
篇
一
三
）
。

⑬
『
能
登
輸
島
上
梶
家
文
書
目
録
』
（
石
川
県
立
図
君
館
刊
）
一
二
〇
～
＝
＝

　
頁
。
表
　
二
七
・
三
八
か
ら
そ
の
販
売
量
が
わ
か
る
。

⑭
前
掲
拙
稿
盟
1
3
。

⑯
長
棟
鉛
山
請
負
人
、
大
山
左
兵
次
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑯
前
掲
『
長
棟
鉱
山
史
』
史
料
二
〇
号
。

⑰
　
加
賀
藩
の
塩
専
売
制
に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
研
究
が
多
い
が
、
本
論
と
の
関
連

　
で
は
塩
専
売
制
を
貨
幣
経
済
の
側
面
で
も
把
え
た
、
見
瀬
和
雄
氏
「
加
賀
藩
初
期

　
の
塩
専
売
偶
に
つ
い
て
」
（
地
方
史
研
究
一
七
五
号
）
が
参
考
と
な
る
。

⑱
『
直
島
礎
資
料
南
西
藷
（
石
川
県
輪
島
覆
五
逆
）
上
梶
婆
書
i

　
以
下
『
輸
島
証
票
』
と
記
す
一
一
の
二
。

⑲
『
輪
島
市
史
臨
「
の
三
。

⑳
　
上
梶
家
文
書
写
真
集
（
石
川
県
立
図
設
館
蔵
）
一
以
下
写
真
集
と
記
す
一

　
第
五
巻
E
1
4
。
な
お
こ
れ
と
同
種
の
文
書
は
寛
永
八
年
分
に
も
あ
る
が
（
同
上

　
E
1
1
）
、
　
貨
幣
の
種
類
を
記
し
て
い
な
い
。
但
し
他
文
書
よ
り
予
断
し
て
、
次

　
封
の
使
用
に
間
違
い
な
い
。

＠＠＠＠＠＠＠＠

『
輸
島
市
史
』
二
の
こ
三
。

同
右
二
の
こ
四
。

冊与

ｪ
バ
集
第
六
巻
K
1
4
。

『
輸
島
電
送
隔
一
の
九
。

写
真
集
第
七
巻
L
i
3
0
。

⑲
の
掲
載
史
料
に
続
く
記
載
。

写
真
集
第
八
巻
O
1
6
。

甲与

^
集
第
六
巻
K
i
1
3
。

皿

領
主
的
領
国
市
場
の
形
成
と
変
容

1
．
領
国
市
場
の
形
成

⑳
『
輪
島
市
史
』
一
の
七
。

⑳
岡
右
二
の
一
四
。

⑳
　

『
加
賀
藩
史
料
第
二
編
』
八
六
八
頁
。

　
　
な
お
こ
の
史
料
中
の
出
目
高
か
ら
計
算
す
る
と
、
新
極
印
銀
は
朱
墨
銀
に
対
し

　
約
六
歩
の
倉
入
と
な
る
。
こ
れ
は
寛
永
一
〇
年
の
五
歩
下
の
位
付
け
よ
り
更
に
一

　
歩
余
低
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
不
詳
。
寛
永
～
五
年
迄
の
間

　
に
、
品
位
低
下
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑫
朱
符
銀
と
当
日
と
い
う
別
称
が
な
ぜ
生
じ
た
か
に
つ
い
て
は
不
詳
。
ま
た
史
料

　
で
は
実
際
に
流
通
し
た
例
を
み
な
い
が
、
上
納
基
準
貨
幣
と
し
て
高
品
位
に
設
定

　
　
　
　
あ
が
り

　
さ
れ
た
「
上
筆
」
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
上
銀
に
対
す
る
墨
入
は
、

　
　
　
一
二
・
五
歩
　
　
　

四
・
一
歩

　
　
上
銀
杢
一
朱
符
銀
巨
次
封
杢
一
「
取
込
銀
」

　
　
　
　
九
歩
　
　
　
　
　
　
　
五
歩

　
　
同
右
↑
同
右
↑
同
右

　
こ
の
二
例
が
あ
り
、
寛
永
中
期
に
は
殆
ん
ど
後
者
の
例
と
な
る
（
但
し
、
史
料
⑥

　
竹
木
買
代
銀
の
場
合
は
前
者
）
。
　
本
文
中
で
は
朱
符
銀
と
「
取
込
銀
」
の
歩
入
に

　
つ
い
て
、
新
取
込
五
歩
銀
の
名
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
者
を
～
般
的
な
も
の
と

　
し
た
。

⑭
前
掲
『
長
棟
鉱
山
史
』
史
料
二
一
～
二
五
・
二
七
号
。

⑭
　
同
右
史
料
一
八
号
。

寛
永
後
半
期
、
特
に
同
一
五
年
に
か
け
て
、
領
内
に
お
け
る
領
主
財
政
再
生
産
体
制
確
立
の
一
環
と
し
て
、
藩
は
諸
流
通
政
策
を
実
施
し
た
。
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表5　越中代官篠島支配下の調米

方理処方上錨

地払米高　　石当銀値　　払残米高　1大坂廻米高高　　石当銀値米
代年

石

8604

2217

3680

822

石
80

ｭ
斯

　
　
3

匁

42．7

22．1

17．2

46．5

29．6

31．3

27．9

石
8149

594

7369

2846

596

3754

　　64

86

匁

28．9

21．5

13．3

28．6

16．6

17．9

26．4

23．1

22．0

石
8223

4125

7476

2846

596

3754

8668

2217

3680

908

寛永 17
19

20

R
元
2
3
元
2
3

　
保
安
　
　
応
暦

　
正
慶
　
　
三
明

（註）篠島家文書136～145号より作成

そ
の
主
要
な
柱
は
蔵
米
処
理
の
藩
に
よ
る
掌
握
で
、
そ
れ
に
適
合
的
な
領
内
の
布
場
整
備
’

と
し
て
、
特
産
晶
の
町
方
集
荷
と
町
奉
行
制
に
み
る
町
－
在
分
離
、
一
部
特
産
品
の
専
売

　
　
　
　
　
　
①

制
が
実
施
さ
れ
た
。

　
諸
政
策
実
施
後
の
面
繋
米
の
流
通
に
つ
い
て
み
る
と
、
寛
永
末
・
正
保
期
に
蔵
米
及
び

給
人
米
が
領
内
で
「
高
値
払
」
さ
れ
て
い
る
。
蔵
米
の
例
で
は
、
寛
永
二
〇
年
春
越
中
氷

見
地
方
で
、
加
賀
能
美
郡
に
隠
居
領
を
も
つ
利
常
の
蔵
米
が
、
石
妾
四
二
・
二
匁
で
一
五

〇
石
分
「
高
値
払
」
さ
れ
・
朱
符
銀
で
合
計
奮
一
竺
○
匁
が
徴
収
さ
れ
や
～
方
・
越

中
代
官
篠
島
豊
前
支
配
地
で
は
寛
永
一
七
年
か
ら
、
給
人
米
を
藩
が
買
上
げ
換
金
す
る
遣

米
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
表
5
に
調
米
算
用
状
の
残
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を

示
し
た
。
地
払
は
買
上
げ
の
翌
年
及
び
翌
々
年
に
行
わ
れ
、
値
鞘
に
よ
り
利
潤
獲
得
を
は

か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
寛
永
一
九
・
二
〇
年
の
算
用
状
に
は
「
高
値
払
」
と
記

載
さ
れ
、
前
者
で
は
、
金
沢
で
五
〇
匁
、
砺
波
郡
、
越
中
中
郡
で
は
各
々
四
五
匁
、
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

・
二
匁
と
、
地
域
別
価
格
で
売
却
さ
れ
た
。

　
こ
れ
以
前
の
時
期
に
、
藩
が
年
貢
米
売
却
等
に
当
っ
て
価
格
基
準
を
設
け
た
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
は
、
元
和
二
年
の
定
に
み
え
る
「
大
津
之
相
場
中
之
並
」
や
、
寛
永
五
年
砺
波
郡
の
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
お
け
る
「
敦
賀
御
払
な
ミ
」
で
あ
っ
た
。
元
和
か
ら
寛
永
期
に
か
け
て
は
、
上
方
市
場

米
価
が
売
却
基
準
に
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
寛
永
末
年
以
降
の
語
語
事
例
は
領
国
市
場

で
高
米
価
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
旧
時
期
間
の
差
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
大
坂
と
加
賀
藩
領
内
と
の
米
相
場
の
関
係
は
高
瀬
保
氏
が
紹
介
・
分
析
し
て
い
る
が
、
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本
論
と
の
関
連
で
は
、
寛
永
末
年
か
ら
慶
安
初
年
に
か
け
て
領
内
の
米
相
場
が
大
坂
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
表
5
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

事
例
で
い
え
ば
、
寛
永
一
九
年
分
調
米
は
翌
二
〇
・
二
一
年
に
売
却
さ
れ
た
が
、
両
年
の
大
坂
で
は
高
値
で
三
一
・
二
～
四
五
匁
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
金
沢
で
の
売
値
は
五
〇
匁
と
さ
れ
た
。
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
の
年
調
米
は
翌
二
年
に
売
却
さ
れ
、
大
坂
高
値
三
〇
匁
に
対
し
領
内

は
四
六
・
二
匁
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
値
売
却
と
共
に
、
一
方
で
は
調
米
の
安
値
買
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
領
内
で
の
買
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

・
売
却
に
お
け
る
価
格
差
の
大
き
さ
は
、
封
鎖
的
に
近
い
領
国
市
場
を
形
成
し
て
の
恣
意
的
な
価
格
設
定
、
つ
ま
り
市
場
操
作
を
行
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
寛
永
一
六
年
三
月
二
二
日
付
で
、
藩
重
臣
か
ら
宮
腰
町
奉
行
宛
に
出
さ
れ
た
定
書
中
、
第
二
条
と
八
条
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
一
、
諸
商
人
並
幅
国
之
糸
道
以
下
出
入
就
有
之
は
、
穿
難
い
た
し
、
有
様
に
可
有
裁
許
候
。
自
然
御
国
之
者
と
他
国
高
階
出
入
於
有
之
は
、
他
国
之
仁
に
理

　
　
を
付
、
以
来
申
分
無
之
様
可
被
申
付
候
。
雪
嵐
方
手
前
に
て
難
相
究
儀
は
、
金
沢
年
寄
中
へ
相
説
話
被
申
付
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
一
、
御
城
米
並
御
家
中
之
米
・
商
人
米
に
よ
ら
ず
、
御
園
之
船
に
栴
も
他
国
之
船
に
て
も
、
相
対
次
第
積
直
様
に
可
被
申
付
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
前
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
前
に
も
藩
が
領
外
商
人
を
優
遇
し
て
い
る
事
例
は
あ
る
が
、
こ
の
条
文
で
は
、
領
内
と
領
外
商
人
と
の
出
入
に
お

い
て
事
情
を
問
わ
ず
領
外
商
人
に
理
を
つ
け
る
と
い
う
、
い
は
ば
専
断
と
い
え
る
措
置
を
法
令
化
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
後
者
は
米

の
豊
麗
を
促
進
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
蒼
き
の
調
米
制
度
の
実
態
と
、
条
文
に
示
さ
れ
る
状
況
を
合
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
慶
安
期
迄

の
、
上
方
市
場
が
年
貢
米
市
場
と
し
て
の
内
実
を
持
っ
て
い
な
い
段
階
で
、
領
国
市
場
で
は
処
理
し
え
な
い
年
貢
米
売
却
を
、
領
外
商
人
を
優

遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
徹
底
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
条
文
中
の
領
外
商
人
は
、
具
体
的
に
は
地
方
的
な
市
場
を
含
む
、

従
来
か
ら
の
市
場
関
係
の
中
で
商
活
動
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
寛
永
一
五
年
の
朱
符
銀
に
よ
る
＝
獣
的
貨
幣
統
制
政
策
は
、
こ
の
よ
う
な
藩
の
経
済
政
策
実
施
の
中
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
領

国
貨
幣
の
高
品
位
化
は
貨
幣
流
通
量
の
縮
小
を
、
従
っ
て
領
内
商
業
活
動
を
沈
滞
さ
せ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
全
国
的
な
統
一
貨
幣
体
制
が

成
立
し
て
い
な
い
こ
の
時
期
に
は
、
領
外
商
人
に
対
し
て
高
品
位
貨
幣
の
流
通
す
る
安
定
し
た
取
引
市
場
を
保
障
し
た
筈
で
あ
っ
た
。
高
品
位
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化
の
一
つ
の
理
由
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
領
主
ば
一
方
、
銀
座
商
入
を
通
じ
て
領
内
で
幕
府
貨
幣
を
取
得
し
て
い
た
。
取
得
の
初
見
史
料
は
寛
永
一
四
年
の
も
の
で
、
三
月
五
日
に
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
銀
座
の
彦
四
郎
、
八
左
衛
門
に
対
し
朱
符
銀
二
〇
貫
匁
を
渡
し
、
小
判
三
二
五
両
と
敷
銀
一
八
匁
近
く
を
一
〇
日
に
受
取
っ
て
い
る
。
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
下
る
が
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
八
月
に
は
、
朱
符
銀
九
八
貫
匁
余
で
小
判
＝
二
八
九
両
程
が
、
ま
た
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
一
月
か
ら
翌
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

一
二
月
迄
の
二
ヶ
年
に
、
九
七
五
貫
匁
ほ
ど
で
金
子
、
丁
銀
が
買
上
げ
ら
れ
た
。
明
暦
期
の
史
料
に
は
、
買
上
げ
に
用
い
た
銀
の
種
類
を
記
し

て
い
な
い
が
、
朱
符
銀
に
よ
る
幕
府
貨
幣
の
買
上
げ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
慶
安
元
年
か
ら
明
暦
元
年
に
か
け
て
、
加
賀
領
内
よ
り
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

戸
へ
の
送
金
を
一
三
例
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
慶
安
元
・
二
年
の
四
例
は
幕
府
貨
幣
で
の
送
金
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
先
揺
の
よ
う

な
手
順
で
藩
が
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
領
内
外
商
人
は
共
に
領
内
で
商
業
活
動
を
行
う
際
、
領
国
銀
以
外
の
貨
幣
を
朱
平
銀
に
換
え
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

要
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
交
換
は
公
的
に
は
金
沢
銀
座
の
他
、
限
ら
れ
た
場
で
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
い
は
ば
金
沢
銀
座
を
窓
口
と
す
る
封
鎖

的
な
領
国
銀
体
調
の
形
成
が
意
図
さ
れ
た
訳
で
、
こ
の
点
を
利
用
し
て
藩
は
幕
府
貨
幣
を
取
得
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
貨
幣
政
策
の
内
容
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
、
上
方
市
場
が
充
実
し
て
い
な
い
段
階
で
の
領
主
に
よ
る
恣
意
的
な
領
国
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

場
操
作
と
い
う
、
年
貢
米
政
策
と
共
通
し
た
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
領
内
の
高
米
価
政
策
及
び
幕
府
貨
幣
取
得
は
意
図
通
り
に
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
越
中
の
調
薬
制
で
売
値
を
高
価
格
に
設

定
し
た
の
は
、
寛
永
一
九
年
と
慶
安
元
年
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
売
却
が
実
現
さ
れ
た
の
は
六
〇
〇
石
に
満
た
な
い
。
こ
の
両
年
以
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

売
値
は
、
他
の
領
内
米
価
と
比
べ
て
そ
れ
程
高
値
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
場
合
二
〇
〇
〇
～
七
〇
〇
〇
石
を
売
却
し
え
て
い
る
の
と
は
対

踪
的
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
永
一
九
年
分
で
は
、
金
沢
で
の
売
値
は
五
〇
匁
と
さ
れ
た
も
の
の
、
売
却
し
た
結
果
の
平
均
価
格
四
二
・
七
匁
は
、

設
定
さ
れ
た
価
格
と
し
て
は
安
値
の
越
中
中
郡
の
売
値
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
幕
府
貨
幣
取
得
に
関
し
て
、
先
述
の
領
内
よ
り
江
戸
へ

の
送
金
事
例
で
み
る
と
、
承
応
期
以
降
明
暦
元
年
迄
七
例
全
て
が
、
朱
符
銀
ま
た
は
恐
ら
く
朱
連
銀
と
考
え
ら
れ
る
銀
子
で
の
送
金
と
な
っ
て

お
り
、
領
内
で
の
換
銀
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
万
治
期
の
砂
金
比
価
に
お
け
る
銀
安
値
と
も
関
連
す
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る
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）
。

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
隠
米
・
換
金
に
現
わ
れ
た
両
状
況
は
、
領
主
の
領
国
市
場
操
作
が
そ
の
意
図
通
り
に
は
実
現
し
て
い
な
い

2
．
幕
府
貨
幣
体
系
へ
の
移
行

近世初期領国貨幣の歴史的役割（中野）

　
慶
安
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
改
作
法
は
、
藩
の
経
済
政
策
に
と
っ
て
重
要
な
画
期
を
な
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
改
作
法
は
給
人
及
び
農
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

窮
乏
に
対
処
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
給
人
対
策
と
し
て
の
論
調
制
度
は
万
治
期
に
そ
の
組
織
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
改
作
法
を
通
じ

て
同
制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
表
5
に
み
え
る
如
く
、
代
官
篠
島
支
配
下
で
は
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
か
ら
の
法
螺
は
殆
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ど
全
て
大
坂
廻
米
で
換
金
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
坂
の
年
貢
米
市
場
と
し
て
の
機
能
充
実
に
照
応
し
た
動
き
と
い
え
よ
う
。

　
寛
永
一
五
年
に
成
立
し
た
朱
黒
銀
に
よ
る
＝
兀
的
な
領
国
銀
体
系
は
、
寛
文
九
年
丁
銀
遣
い
へ
の
移
行
迄
保
た
れ
た
。
し
か
し
そ
の
間
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

貨
幣
流
通
に
関
す
る
変
化
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
を
先
行
の
研
究
成
果
を
混
え
な
が
ら
、
銭
遣
い
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
こ
う
。

　
承
応
三
年
八
月
に
藩
は
、
小
額
の
売
買
に
は
銭
使
用
を
命
じ
、
そ
の
実
現
を
促
す
た
め
に
上
方
よ
り
寛
永
通
宝
を
取
寄
せ
、
上
屋
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

領
内
に
売
出
す
こ
と
と
し
た
。
銭
の
領
内
配
分
は
銀
座
の
彦
四
郎
が
請
負
い
、
同
年
に
は
銭
三
〇
〇
〇
貫
文
、
代
銀
に
し
て
五
三
貫
匁
近
く
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

翌
四
年
に
は
三
二
〇
〇
貫
文
近
く
が
代
銀
製
〇
貫
匁
余
で
分
配
、
売
却
さ
れ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
銭
遣
い
促
進
策
は
、
朱
符
銀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

よ
る
統
制
後
も
低
品
位
の
取
込
銀
が
小
額
貨
幣
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
、
取
込
銀
排
除
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
寛
永
一
〇
年
新
極
印
銀
の
鋳
造
・
流
通
政
策
に
際
し
て
も
、
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
匁
以
下
の
小
額
売
買
や
酒
肴
他
の
日
常
生
活
晶
売
買

に
銭
遣
い
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
同
様
に
取
込
銀
排
除
政
策
に
基
因
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
承
応
三
年
の
銭
遣
い
令
は
、
小
額
貨
幣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
す
る
需
要
状
況
と
、
幕
府
に
よ
る
寛
永
通
宝
の
発
行
及
び
そ
の
流
通
浸
透
状
況
が
併
結
し
た
時
点
に
お
い
て
、
寛
永
一
〇
年
法
令
よ
り
は
よ

り
積
極
的
な
銭
遣
い
促
進
策
が
と
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
政
策
的
に
は
取
込
銀
使
用
排
除
、
つ
ま
り
朱
符
銀
に
よ
る
＝
兀
的
領
国
銀
体
系
の

維
持
が
主
眼
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
通
宝
の
導
入
に
伴
う
政
策
の
結
果
、
領
国
銀
と
幕
府
銭
の
両
立
と
い
う
、
貨
幣
に
お
け
る
二
元
体
制
を
と
ら
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ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
寛
永
通
宝
一
貫
文
に
対
す
る
朱
三
差
高
を
示
せ
ば
、
承
応
三
年
九
月
に
一
八
匁
、
同
年
一
〇
月
一
七
二
二
匁
、
同
四
年
三
月
に
は
一

　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

九
匁
で
あ
っ
た
。
更
に
万
治
二
年
＝
一
月
に
は
二
〇
匁
と
な
っ
て
お
り
、
藩
は
銭
価
の
統
制
を
行
い
え
て
い
な
い
。
ま
た
公
定
比
価
、
丁
銀
五

〇
匁
－
省
字
貫
文
、
従
っ
て
六
一
貫
文
は
丁
銀
一
二
・
五
匁
を
一
応
の
目
安
に
す
る
と
、
丁
銀
よ
り
品
位
の
高
い
朱
符
銀
に
お
い
て
も
銀
の
安

値
が
指
摘
…
で
き
、
銭
の
需
要
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
貨
幣
流
通
上
の
変
化
と
し
て
は
ま
た
、
京
都
と
領
内
と
の
為
替
制
度
に
関
わ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
覚

　
　
一
、
か
わ
せ
銀
裁
許
人
　
堤
町
尾
張
屋
久
右
衛
門

　
　
一
、
か
わ
せ
銀
歩
入
弐
歩
之
内
壱
歩
八
替
入
二
遣
、
弐
之
分
は
才
許
人
江
可
汗
下
露
。

　
　
一
、
か
わ
せ
銀
仕
度
与
申
込
候
ハ
・
、
右
裁
許
人
歯
入
を
以
、
諸
方
銀
奉
行
請
取
手
形
町
奉
行
御
用
人
澄
、
京
都
二
而
、
た
れ
方
江
銀
子
何
程
渡
可
申
旨
、

　
　
　
上
方
御
奉
行
江
折
紙
可
遣
事
。
以
上
。

　
　
　
　
（
寛
文
二
年
）

　
　
　
　
寅
　
五
月
廿
三
日
。

　
京
都
で
の
銀
支
払
の
場
合
、
金
沢
の
堤
町
町
人
を
通
し
て
為
替
銀
の
く
ま
れ
る
制
度
が
、
公
的
に
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
絹
取
引
の
あ
っ
た
小
松
町
の
「
小
松
旧
記
」
中
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
町
奉
行
と
上
方
奉
行
と
い
う
藩
役
人
が
介
在
し
て
い
る
も
の

の
、
制
度
は
一
般
商
業
取
引
の
簡
便
化
要
求
に
答
え
て
設
け
ら
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
際
、
領
国
銀
と
京
都
で
通
用
す
る
丁
銀
と
の
歩

入
は
二
歩
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
寛
文
九
年
丁
銀
切
替
え
時
の
交
換
比
率
と
同
一
と
な
っ
て
い
る
。
朱
符
銀
と
丁
銀
の
相
互
価
格
安
定
が
、
為
替

制
度
成
立
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
二
つ
の
変
化
は
、
一
般
の
貨
幣
流
通
が
藩
の
流
通
掌
握
に
よ
る
影
響
を
受
け
つ
つ
も
展
開
を
継
続
し
、
上
方
市
場
の
充
実
、
幕
府
貨

幣
体
系
の
浸
透
と
相
々
っ
て
、
封
鎖
状
況
を
変
質
さ
せ
、
全
国
的
な
市
場
と
共
通
の
基
盤
を
も
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
先
述
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し
た
如
く
、
万
治
三
年
朱
符
銀
で
小
判
が
買
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
小
判
一
両
は
朱
符
銀
で
七
一
匁
近
く
と
な
っ
て
い
る
。
寛
永
期
頃
に
は

領
内
換
金
で
六
〇
～
六
二
匁
で
あ
っ
た
の
と
比
較
し
て
、
小
判
の
騰
貴
が
指
摘
で
き
る
。
当
該
期
に
他
地
域
で
、
こ
れ
に
類
似
し
た
事
例
を
差

し
当
っ
て
見
出
し
難
い
の
で
、
こ
の
小
判
高
値
状
況
は
加
賀
藩
特
有
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
、
朱
符
銀
で
領
内
統
制
を
行
っ
て
い
る
利

点
を
減
少
さ
せ
る
状
況
は
、
上
記
の
よ
う
な
展
開
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
万
治
三
年
、
銀
座
制
度
が
整
備
さ
れ
、
金
沢
で
三
銀
座
を
設
置
、
領
内
で
は
小
松
、
今
石
動
、
魚
津
、
七
尾
、
宇
出
津
の
五
ヶ
所
に
銀
座
が

置
か
れ
た
。
異
所
は
金
沢
銀
座
の
み
が
も
ち
、
各
地
の
銀
座
統
制
も
金
沢
で
行
わ
れ
た
。
慶
安
期
か
ら
明
暦
期
の
改
作
法
を
経
た
後
の
、
領
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

全
体
の
体
制
整
備
で
あ
る
点
か
ら
、
改
作
法
の
所
産
と
み
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
更
に
寛
文
九
年
四
月
一
〇
日
、
領
内
で
丁
銀
遣
い
が
命
じ
ら
れ
た
。
六
月
一
日
よ
り
は
、
藩
へ
の
上
納
銀
及
び
藩
納
戸
か
ら
の
年
払
銀
は
丁

銀
遣
い
と
な
り
、
朱
符
丁
使
用
は
翌
一
〇
年
中
迄
と
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
朱
符
銀
は
、
京
都
銀
座
役
人
と
藩
の
手
に
よ
っ
て
、
丁
銀
へ
と
切
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

え
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

①
　
中
野
前
掲
論
文
y
。

②
　
『
寓
山
県
史
　
史
料
編
聾
』
一
四
四
頁
。

③
表
5
の
四
二
・
七
匁
は
、
全
体
を
平
均
し
た
売
却
価
格
で
あ
る
。

④
　
『
加
賀
藩
史
料
　
第
二
編
』
三
八
七
頁
。

⑤
註
第
一
章
⑫

⑥
「
幕
藩
棚
下
の
全
国
市
場
の
形
成
と
加
賀
藩
」
（
日
本
史
研
究
一
五
九
号
）
、
特

　
に
五
九
頁
一
図
。

⑦
　
大
坂
米
価
は
「
三
貨
図
彙
」
参
照
。

⑧
当
該
期
に
、
加
賀
藩
が
他
国
米
の
移
入
を
禁
じ
た
事
実
は
見
出
せ
な
い
。
し
か

　
し
正
保
四
年
に
能
登
四
郡
に
対
し
、
ま
た
承
応
二
年
に
全
領
内
で
他
国
米
買
入
れ

　
を
禁
じ
て
お
り
（
高
瀬
保
「
全
国
市
場
確
立
に
伴
う
加
賀
藩
の
対
応
策
」
海
寮
史

　
研
究
二
五
号
）
、
　
こ
の
よ
う
な
藩
の
意
向
は
、
既
に
寛
永
末
年
に
は
打
出
さ
れ
て

　
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

⑨
　
『
加
賀
藩
史
料
　
第
二
編
』
八
九
六
～
八
九
七
頁
。

⑲
例
え
ば
覧
永
二
年
加
賀
藩
は
、
敦
賀
豪
商
道
用
等
品
名
に
対
し
、
「
則
敦
賀
若

　
州
両
所
之
舟
当
三
ヶ
国
浦
中
間
役
差
除
候
二
二
申
付
候
」
（
『
敦
賀
市
史
　
史
料
編

　
第
一
巻
と
二
三
五
頁
）
と
し
て
い
る
。

⑪
　
　
『
國
［
事
雑
抄
　

・
甲
編
』
（
前
掲
）
　
六
〇
四
門
田
ハ
。

⑫
「
金
沢
箭
中
古
文
書
三
」
（
加
越
能
文
庫
）
、
片
岡
孫
作
家
文
欝
。

⑬
　
　
「
三
州
銀
座
入
払
留
」
（
同
右
）

⑭
　
拙
稿
「
加
賀
藩
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て
」
　
（
日
本
海
文
化
　
第
七
号
）
三

　
一
H
。

⑮
先
述
し
た
が
、
取
込
銀
を
朱
符
銀
に
鋳
直
す
の
は
、
銀
座
を
通
じ
て
金
沢
と
窟

山
の
吹
所
で
行
わ
れ
、
降
服
は
銀
座
で
行
わ
れ
た
。
万
治
期
以
前
、
銀
座
の
存
在
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は
金
沢
の
他
、
寛
永
末
年
で
小
松
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

⑯
　
寛
永
一
六
年
、
三
代
藩
主
利
常
は
光
高
に
譲
位
し
、
同
時
に
分
封
し
て
富
山
，

　
大
聖
寺
両
支
藩
を
設
け
た
が
、
経
済
諸
政
策
の
一
応
の
完
結
が
、
こ
の
政
治
動
向

　
に
お
け
る
背
景
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑰
高
瀬
保
「
加
賀
藩
の
米
価
表
」
（
日
本
海
地
域
史
研
究
第
一
結
文
露
出
版
）

　
第
二
表
参
照
。

⑱
『
加
賀
藩
史
料
第
三
編
』
七
八
○
頁
。

⑲
　
高
瀬
保
氏
は
前
掲
論
文
（
註
⑥
）
で
、
大
坂
と
加
賀
領
内
米
価
の
関
係
が
承
応

　
期
に
深
ま
る
と
し
て
い
る
。

⑳
註
は
じ
め
に
⑥
及
び
⑦
。

＠
『
加
賀
藩
史
料
第
三
編
』
四
一
七
頁
。

＠
　
『
國
事
書
抄
　
中
編
』
　
（
前
掲
）
六
〇
八
頁
。
銭
の
取
寄
せ
が
こ
の
後
も
継
続

　
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
未
詳
。

⑯
承
応
二
年
の
史
料
（
『
加
賀
藩
史
料
第
三
編
』
四
〇
四
頁
）
で
は
、
朱
符
銀

　
に
対
し
一
五
歩
の
寒
入
を
も
つ
低
品
位
の
取
込
銀
が
、
小
額
貨
幣
と
し
て
用
い
ら

　
れ
て
い
る
。
な
お
、
承
応
三
年
八
月
の
条
例
中
コ
、
銀
子
之
儀
、
今
迄
の
ご
と

　
く
極
印
銀
・
取
込
銀
と
も
と
り
や
り
可
仕
事
」
と
あ
っ
て
、
一
見
取
込
銀
使
用
を

　
許
可
し
て
い
る
如
く
み
え
、
榎
本
氏
も
こ
の
蒔
の
銭
遣
い
促
進
を
取
込
銀
排
除
政

　
策
と
関
連
さ
せ
て
み
て
い
な
い
。
し
か
し
、
承
応
三
年
一
〇
月
一
〇
日
藩
よ
り
越

　
中
新
川
郡
十
村
宛
に
出
さ
れ
た
史
料
（
「
越
中
古
文
書
　
一
一
ご
、
加
越
能
文
庫
）

　
に
、
　
「
御
分
醐
中
銭
遣
候
義
、
取
込
銀
と
り
や
り
可
仕
候
。
行
々
ハ
取
込
銀
御
停

　
止
二
被
仰
付
候
間
、
在
々
小
百
姓
中
不
残
此
旨
可
申
渡
者
也
。
」
と
あ
り
、
取
込

　
銀
排
除
に
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑳
　
　
「
微
妙
公
御
直
言
」
（
石
川
県
図
雲
館
協
会
刊
『
御
夜
話
集
　
上
』
所
収
）
に
、

　
こ
の
年
の
利
常
の
言
葉
と
し
て
、
　
「
世
間
一
統
銭
遣
に
相
成
る
故
に
、
此
方
の
領

　
内
も
無
二
是
非
一
其
の
通
り
に
不
二
申
付
扁
て
は
用
事
調
ひ
兼
ぬ
る
な
り
。
」
と
あ
り
、

　
銭
遣
い
の
背
景
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑮
　
榎
本
氏
前
掲
書
五
八
頁
。

⑳
　
『
加
藩
貨
幣
録
隔
　
（
前
掲
）
九
五
頁
。
な
お
、
こ
れ
ら
銀
の
対
銭
価
格
は
大
坂

　
と
似
た
相
場
に
な
っ
て
お
り
（
『
大
臼
本
貨
幣
史
　
第
六
巻
』
三
七
｝
頁
）
、
連
動

　
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑳
　
前
掲
『
小
松
箭
史
　
史
料
編
上
巻
』
五
九
二
頁
。

⑳
　
元
和
八
年
七
月
、
六
〇
匁
（
「
金
沢
市
中
古
文
霜
」
）
、
目
見
永
一
四
年
三
月
、
六

　
一
・
五
匁
（
註
⑪
）
、
正
保
元
年
四
月
、
六
二
・
三
匁
（
「
小
松
遺
文
一
」
）
で
あ
っ

　
た
。

⑳
川
上
氏
前
掲
論
文
一
〇
八
～
一
一
四
頁
。

⑳
改
作
法
が
直
接
貨
幣
制
度
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
間
接
的
に
も
、
こ
の

　
他
に
ど
の
よ
う
に
貨
幣
制
度
に
関
わ
っ
た
か
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
改

　
作
法
が
領
内
の
経
済
諸
関
係
に
わ
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る

　
だ
け
に
、
貨
幣
制
度
へ
の
影
響
を
見
過
す
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
、
そ
の
点
は
今

　
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

⑳
　
こ
の
隠
の
具
体
的
経
緯
は
、
『
加
藩
貨
幣
録
隔
（
前
掲
）
一
〇
二
～
一
一
〇
頁
に

　
詳
し
い
。
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お
　
わ
　
り
　
に

加
賀
藩
の
領
国
市
場
を
対
象
と
し
た
領
国
貨
幣
政
策
は
、
元
和
中
期
以
降
に
展
開
を
み
せ
る
。
元
和
五
、
六
年
の
極
印
銀
発
行
に
続
い
て
、
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寛
永
初
年
一
般
流
通
銀
（
薩
取
込
銀
）
に
照
応
す
る
低
品
位
領
圏
銀
（
今
極
印
銀
）
の
発
行
、
同
一
〇
年
取
込
銀
排
除
を
目
的
と
し
た
領
国
銀

（
新
極
印
銀
）
の
一
元
的
通
用
強
制
、
そ
し
て
同
一
五
年
に
～
元
的
通
用
を
強
化
し
な
が
ら
、
領
国
銀
の
高
晶
相
化
（
朱
符
銀
鋳
造
）
を
実
施

し
、
政
策
の
確
立
を
み
た
。
そ
の
経
緯
は
領
国
銀
体
系
と
併
立
し
て
存
在
し
た
、
一
般
貨
幣
流
通
の
包
摂
過
程
で
あ
っ
た
（
1
）
。

　
一
般
流
通
貨
幣
の
存
在
は
、
小
物
成
銀
の
納
入
や
領
内
天
秤
屋
の
存
在
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
領
内
産
物
の
領
外
売
却
や
海
運
業
等

の
商
業
活
動
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
流
通
の
浸
透
は
越
中
鉱
山
の
例
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
一
般
民
に
迄
及
ぶ
も
の
で
あ
っ

た
（
∬
一
1
）
。
こ
の
点
は
更
に
、
世
業
、
鉱
山
業
の
諸
過
程
で
分
業
が
展
開
し
、
貨
幣
流
通
が
そ
れ
を
媒
介
し
て
い
た
事
実
に
よ
っ
て
一
層
明

ら
か
で
あ
ろ
う
（
H
1
2
）
。
領
国
銀
の
低
品
位
化
は
一
般
流
通
貨
幣
に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
寛
永
一
五
年
の
高
品
位
化
は
、
領
主

主
導
の
領
国
市
場
形
成
策
と
絡
ん
で
い
た
（
皿
1
1
）
。
寛
文
九
年
幕
府
貨
幣
体
系
へ
の
切
替
え
は
、
上
方
市
場
の
充
実
と
幕
府
貨
幣
体
系
の
浸

透
を
舞
え
た
、
幕
府
に
よ
る
領
国
市
場
の
包
摂
と
い
う
点
に
、
ま
ず
そ
の
歴
史
的
意
味
を
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
寛
永
通
宝
の
導
入
を

促
し
、
上
方
と
の
為
替
体
制
を
形
成
さ
せ
る
と
い
う
一
般
的
な
流
通
の
展
開
が
、
朱
雌
竹
体
制
を
無
内
容
化
し
て
い
た
点
は
見
逃
す
こ
と
が
で

き
な
い
（
皿
1
2
）
。

　
は
じ
め
に
で
述
べ
た
三
つ
の
課
題
の
う
ち
、
第
～
の
点
は
玉
を
中
心
に
記
し
た
通
り
で
あ
り
、
第
二
・
三
の
課
題
、
領
国
貨
幣
の
機
能
及
び

幕
府
貨
幣
へ
の
切
替
え
に
お
け
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
亘
・
H
、
で
多
少
の
言
及
を
な
し
え
た
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
二
、
第
三
の

課
題
と
関
わ
っ
て
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
在
地
に
お
け
る
貨
幣
流
通
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
加
賀
藩
に
お
け
る
幕
府
貨
幣

を
含
む
取
込
銀
の
流
通
で
あ
る
が
、
こ
の
取
込
銀
の
実
態
は
、
全
国
的
な
貨
幣
状
況
の
究
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
②

国
的
貨
幣
流
通
状
況
と
い
う
見
地
で
は
、
小
葉
田
淳
氏
や
田
谷
博
吉
舞
殿
の
研
究
が
あ
る
が
、
蓄
積
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
領
国
貨
幣
研
究

は
全
国
的
貨
幣
流
通
研
究
の
進
展
を
ま
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
促
す
も
の
で
も
あ
る
。
脇
田
修
氏
と
朝
尾
直
弘
氏
は
、
貨
幣
流
通
の
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

会
的
浸
透
度
に
お
い
て
、
ひ
い
て
は
経
済
構
造
の
質
に
お
い
て
見
解
を
異
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
は
こ
の
よ
う
な
研
究
を
進
め
る
経
過
の
中

で
検
証
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
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①
　
『
日
本
貨
幣
流
通
史
』
（
刀
江
書
院
刊
）
、
前
掲
『
農
本
の
貨
幣
阻
、
『
金
銀
貿
易

　
史
の
研
究
』
（
法
政
大
学
出
版
局
刊
）
他
。

②
　
開
近
世
銀
座
の
研
究
』
（
吉
用
弘
文
館
刊
）
。
他
に
作
道
洋
太
郎
『
近
世
封
建
社

　
会
の
貨
幣
金
融
構
造
臨
（
塙
書
房
刊
）
等
。

③
謎
は
じ
め
に
④
・
⑤
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
、
総
合
研
究
㈲
「
北
陸
に

　
お
け
る
近
世
的
支
配
体
欄
形
成
期
の
基
礎
研
究
」
（
代
表
高
沢
裕
一
罠
）

　
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
沢
大
学
文
学
部
助
手
　
金
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The　Chronology　aBd　Style　of　Earlyer　Han’s　Mirrors

by

Hidenori　Ol〈amura

　　Mirrors　of　Han　age　are　vety　useful　for　study　of　chronology，　for　they

ha’ve　variouS　designs　and　inscriptions．’　So，　in　this　paper，　1　try　to　make　a

new　model　of　chronology　of　eariy　Han’s　mirrors　with　classifying　each

nine　typd’刀@’盾?　them　in　more　detailed　category　and　studying　the　relation

of　diffβrent　type　mirrors．　For皿y　new　modei　we　have　4　periods：in

the　fir＄t　period　there　are　mainly　Pan－chi幡嫡de6ign　mirror　w璋ch　fQ116宙s

mirr6rs　Qf　the　Warring　states　age，　in　the　＄ec6hd　Cao－ye　＄葉design　mirr－

ors．翌奄狽?． olants　designs，　in　the　third　lnscriPtion異体字三二mirror　mainly

with　geometorical　designs，　and　in　the　fourth　Fang－ge－gui・ju－si－shen方格

規矩〔四神　mirror　with　realistical　animai　designs．　Next　I　clarify　that　the

meaning　which　inscriptions　declare・　changes　as　assemblages　of　types　and

ele皿ents　of　design　do　so．　In　the　qbove　I　grasp　the　change　of　designs

and　insc；iptions　totally　and　assign　the　early　Han’s　mirrors　in　the　cultural

hiseory　of　Han．

The　Historical　Role　of　the　Local’Monetary　Currency

　　　　　　　　　　　　in　the　Early　Modern　Ages

　　　　　　　　　　　　　　ACase　of　Kaga・Han加賀藩

by

Setsul〈o　Nal〈ano

　　In　this　paper　the　authoi一　tries　to　examine　the　monetary　policy　and　its

background　of　the　feudal　silver　wkhin　the　early　feudal　currency　of　Kaga－

Han．　She　clarifies　them　as　follows：

　　1．　Kaga－Han’s　monetary　policy　of　the　feudal　silver　had　developed　since

the　middle　Genna元和Period，　and　it　was　established　in　the　15th　year

of　the　Kan’ei．寛永Period　when　the　ru玉e．　of：the　unifying　circulation　of

（826）



the　Syufu－Gin朱符銀was　promulgated．　Feudal　silver　of　Kaga－Han　had

degraded　before　the　circulation　of　the　Syufu－Gin　and　this　degradation

included　the　general　currency．

　　2．　This　general　currency　had　been　established　through　commercial　ac－

tivities，　and　the　system　of　the　division　of　work　was　formed　through　the

medium　of　this　currency．　So，　when　the　government　of　Kaga－Han　began

some　economic　policies　in　the　middie　Kan’ei　Period，　it　hacl　to　regard　the

monetary．policy　as　one　of　the　most　important　policies．

3・．．After　the　gperation　of　econoipic　p．　g，licies，　the　governmen．t　of　Kaga－

E｛an　start．ed　the　unifying　circulation　of　．　high－grade　coins，　Syufu－Gin．　lm－

proving　money　in　quality，　the　government　aimed，．at．　．bgi1ding　up　the

blocked／feロda1．．market　and　acquiring　money　of　the　Bakufu幕府in　the

domain　of　Kaga－Han．　And　then，　changes　of　circumstances　within　the

domain　iaid　the　foundation　of　the　trans葦ormation　into　the　Ch6gin丁銀

system，　which　means　preparation　for　penetration　of　the　Bakufu’s　power．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　・

A’Study　of　Henry　George’s　ldeas　in　Japan　and　China

by

Takushu　lhara

　　This　paper　is　a　comparative　study　of　the　reception　of　Henry　George’s

ideas　in　Japan　and　China．　As　we　1〈now，　the　American　socialist　Henry

George　presented　his　arguments　in　favour　of　a　Single　Tax　system　in　his

works　Our　Land　and　Land　Policy　and　Progress　and　Poverty，　1’lis　views

not　only　marked　a　turning　point　in　Western　economic　theory　but　they

also　exerted　considerable　infiuence　in　Japan　and　China．

　　In　Japan，　from　the　Popular　Rights　Movement　to　the　Social　Movement，

and　in　China，　from　the　Revolution　of　1911　to　the　May　Fourth　Movement，

land　problems　were　connected　with　the　Single　Tax　theory．　The　most

fervent　supporters　of　the　Single　Ta：　theory　were　the　American　missio－

nary　C．　F．．　Garst　in　Japan　and　’the　Canadian　missionary　W．　E．　Macklin

in　China．　They　introduced　the　views　of　Henry　George　and　exlerted－con－

siderable　influence　on　the　land　problems　of　the　two　countries．　On　the

other　hand，　most　people　in　Japan　and　China　who　eageriy　espous．ed　the

．views　that　George　had　put　forward　were　Christians．　Miyazaki　Tamizo，
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